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特別会計   236 億 1,400 万円  （前年度比 4.1%増）
一般会計   408 億 5,000 万円  （前年度比 4.1%増）

企業会計   167 億 6,938  万 5 千円   （前年度比 0.3%増）
合計  　     812億 3,338  万 5千円  （前年度比 3.3%増）
＊一般会計では、主に医療・介護・福祉関係の経費や子育て支援・教育関係など
の人への投資に係る費用増により、前年度に比べ 4.1％の増加となっています。

■ 市民協働の推進
★自治会・NPO・大学・民間との連携　
　協力による事業の推進
★次期男女共同参画基本計画策定
★友好都市提携 35周年記念事業
　（土佐市との災害協定締結）

■ 人口減少への対応
★保育所定員増員
★親子安心育成支援事業
　（街なかひろば、地域ひろば、情報提供）
★総合特区推進
★ RTNパーク造成
★人への投資
　小・中学校全校への電子黒板導入
　市内大学生のインターンシップ実施

■ 環境への取組み
★公共街路灯・自治会防犯灯の LED化
★江別の顔づくり事業
　顔づくり区域内 LED照明設置
　サイクルシェアリングの実施　
★新栄団地Ａ棟屋上太陽光パネル設置

■ 安全・安心なまちづくり
★江別の顔づくり事業
★江別駅跨線人道橋工事
★新栄団地Ａ棟建設工事
★証明書コンビニ交付事業(H26.4開始予定)
★第二小耐震改築
★江別太小・第一中改築実施設計
★江別小・第三小統合基本設計
★発達障がい通級指導教室開設
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平成 25 年度　江別市予算概要

一 般 会 計

特 別 会 計 企 業 会 計

【前年度より増加】
●市税　119 億 4,500 万円
（+2,300 万円、+0.2％）
道たばこ税の市への税源移譲に
より、増加の見込み。
＊市たばこ税　８億 3,026 万円
（+8,696 万円、+11.7％）

【前年度より減少】
●地方交付税　105 億 7,000 万円
（△２億 3,000 万円、△ 2.1％）
国の地方財政対策の方針によ
り、減少の見込み。

【前年度より増加】
●民生費　114 億 6,393 万円
（+5億 4,437 万円、+5.0％）
介護施設建設費の補助や障がい
者自立支援給付費などが増え、
増加の見込み。
●教育費　29 億 9,529 万円
（+5億 8,210 万円、+24.1％）
小・中学校の耐震化や電子黒板
の全校配置などにより、増加の
見込み。

【前年度より増加】
●扶助費　91 億 5,784 万円
（+1億 1,613 万円、+1.3％）
障がい者自立支援給付費などが
増え、増加の見込み。
●投資的経費　43 億 5,007 万円
（+8億 7,996 万円、+25.4％）
小学校改築や介護基盤緊急整備
補助などにより、増加の見込み。

29.2％
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市税　119億 4,500 万円
個人市民税、固定資産税、市た
ばこ税  など

使用料・手数料   など
11 億 3,855 万円

市民会館などの使用料、
ごみ処理手数料  など

市債　34億 5,300 万円
その他　19億　733 万円
諸収入　17億 4,339 万円

施設や道路建設のための借入金
地方譲与税など16 億 5,170 万円
国が徴収した特定の税のうち、一定の基準
で地方に配分されるもの　など

特定の事業に対する国・道から
の負担金・補助金など

国・道支出金
84億 4,103 万円

一定水準の行政サービスを行
うために国から配分される交
付金

地方交付税
105億 7,000 万円 408 億

5,000 万円

歳入
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7.3％
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0.1％
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　民生費 114 億 6,393 万円
児童手当、後期高齢者医療など
の医療・福祉費用

総務費    78 億 7,833 万円
戸籍、住民基本台帳、庁舎管理など

議会費    2 億 5,040 万円

諸支出金　52億 2,719 万円
特別会計への繰出金  など

消防費　 2億 3,570 万円

予備費　 5,000 万円

公債費　47億 9,415 万円
市債の償還金と利子　など

商工費　17 億 3,445 万円
商工業、消費者保護、観光  など

健診、予防接種、ごみ処理、墓地  など
衛生費　22 億 5,319 万円

労働費　5,345 万円

農林水産業費　3億 6,816 万円

義務教育費、体育館、図書館  など
教育費　29億 9,529 万円

道路、公園、除雪、治水など
土木費　35億 4,576 万円

408 億
5,000 万円

目的別歳出

22.4％

11.7％13.2％

10.7％

17.2％
2.9％

2.7％

0.7％

0.1％

2.7％
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扶助費 91億 5,784 万円
生活保護費・児童手当  など

人件費　70億   801 万円
給料・諸手当  など

貸付金　11億 9,040 万円

補助費など10 億 9,729 万円
維持補修費 10億 9,875 万円

積立金など           3 億 73 万円

繰出金　64億 2,323 万円
特別会計や企業会計に対して繰
り出す負担金  など

予備費　5,000 万円

各種物品の購入  など

学校施設整備、新栄団地建替、
RTNパーク造成事業  など

物件費　53億 8,030 万円

投資的経費
43億 5,007 万円

市債の償還金と利子

＊概要は６・７ページへ

（　）内は前年度比

公債費　 47億 9,338 万円

408 億
5,000 万円

性質別歳出

236 億
1,400 万円

●国民健康保険特別会計
　134億3,700万円（+1億6,800万円）
●後期高齢者医療特別会計
　14 億 4,300 万円 （+3,900 万円）
●介護保険特別会計
　81億6,700万円（+5億7,900万円）
●基本財産基金運用特別会計
　5億 6,700 万円（+1億 3,650 万円）

前年度比
+9億 2,250 万円
+4.1%

167 億
6,938 万
5千円

●病院事業会計
86億4,655万7千円（+4億8,061万4千円）

●水道事業会計
32億8,773万4千円（△994万5千円）

●下水道事業会計
48億3,509万4千円（△4億1,727万2千円）前年度比

+5,339 万 7千円
+0.3%



16 億 5,464 万円 +2,994 万円
+1.8%( (

環境と調和する都市の構築政策

418 万円
環境教育等推進事業

　環境講座などを通して、環境保全へ
の意識啓発をしていきます。
●環境イベント「えべつ環境広場」の開催
●子ども向け教育
　ごみ減量体験講座、夏休み環境学校など
●大人向け教育「市民環境講座」

63 万円
生ごみ減量化推進事業

　生ごみ減量化推進のため、排出量削
減や水分削減の市民啓発を行います。

●生ごみ堆肥化容器購入補助
●生ごみ水切り器のモニター配布

50 万円
太陽光発電啓発事業

　太陽光発電の研究や啓発を進めます。
●子ども向けソーラー発電教室

20 億 4,974 万円 +2億 8,069 万円
+15.9%( (

明日につながる産業の振興政策

424 万円
都市と農村交流施設建設基本構想策定事業

　江北中学校跡地の利活用を検討する
とともに、「都市と農村交流施設」建
設に向けた基本構想を策定します。

●新規造成 ( 約 1.7ha)
　・造成工事　・道路、照明工事
　・下水道整備、調整池の造成工事

３億 2,272 万円
ＲＴＮパーク造成事業

　ＲＴＮパークへの企業誘致を推進す
るため、分譲地の基盤整備を進めます。

●ウォーキングマップの作成　●観光ルー
トマップの作成　●観光バスツアーの実施

145 万円
地域プロモーション推進事業

　江別の魅力をPRする取り組みを実施。

1,592 万円
総合特区推進事業

　北海道フード・コンプレックス国際戦
略総合特区を北海道や札幌市などと連携
して推進し、食品の付加価値を高める研
究・産業都市への発展を図ります。

●フード特区機構負担金
●「食の臨床試験 ( 江別モデル )」の支援
●臨床試験ボランティア拡大のための健
　康カード事業への支援
●海外市場開拓への支援

165 億 5,243 万円 +11 億 1,499 万円
+7.2%( (

安心を感じる保健・医療・福祉の充実政策
6億 8,530 万円

民間保育所等入所委託費

　民間保育園 ( ６園 )・認定こども園
( ２園 ) の入所委託費。
●みどり保育園定員増（90人→ 120 人）

6 億 2,655 万円
新 栄 団 地 建 替 事 業

　市営住宅 ( 新栄団地 ) の建替事業を
進めます。
●A棟建設工事
●屋上太陽光パネル設置

●街なかひろば事業
　大型商業施設内に、親子で自由に遊べる
子育て支援センターを開設します。
●地域ひろば事業
　「子育てひろば」を新たに２か所開設します。
●情報提供事業
　公園や子育てイベントに関する情報を積
極的に発信します。

3,613 万円
親子安心育成支援事業

　安心して子育てできる街を目指して、
子育て支援の取り組みを実施します。

新年度　　  事業の主な

環境クリーンセンター敷地内に完
成した、民間の太陽光発電所　⇒

⇒食の臨床試験の様子

⇒地域子育てサロンの様子

内は前年度に対する増減と比率

　…新規の取り組み　 …拡大する取り組み



50 億 3,417 万円 △4億 7,010 万円
△ 8.5%( (

安全で快適な都市生活の充実政策

1億 9,208 万円
江別駅跨線人道橋整備工事

　江別駅跨線人道橋の架け替え工事。

28 億 8,404 万円 +5億 4,893 万円
+23.5%( (

豊かさと創造性を育む生涯学習環境の充実政策

2億 945万円
情報教育推進事業

　小・中学校のパソコン整備のほか、
児童生徒が意欲的に学習に取り組める
よう、新たに電子黒板を全校に配置し
ます。

2,522 万円
学校適正配置推進事業

　江別小・第三小の統合校の基本設計。

●第二小校舎改築工事
●江別太小校舎屋体改築実施設計
●大麻小・角山小校舎一部解体
●第一中校舎改築実施設計

3 億 7,024 万円
校舎屋体耐震化事業

　安全・安心な教育環境の確保のため、
学校施設の耐震化を進めます。

1 億 1,891 万円 +651 万円
+5.8%( (

市民協働によるまちづくり政策

161 万円

119 万円

男 女 共 同 参 画 啓 発 事 業

友好都市提携 35 周年記念事業

　施策の推進や意識啓発を行います。

　高知県土佐市との友好都市提携 35
周年を記念した相互交流を行います。

●講演会の開催、日本女性会議への参加　●ＤＶ防止パンフレット
の印刷・配布　●次期男女共同参画基本計画の策定

●土佐市との災害協定の締結

●公募による市民活動団体の取り組みへの補助　●市民活動団
体の活性化支援　●啓発活動（「コラボニュース」の発行など）

301 万円
市 民 協 働 推 進 事 業

　市民活動団体の活動を支援します。

計画実現に向けて・その他計画実現に向けて その他
125 億 5,607 万円 +9,903 万円

+0.8%( (

政策

●次期総合計画の策定

●ホームページリニューアル

685 万円

735 万円

次 期 総 合 計 画 策 定 事 業

ホ ー ム ペ ー ジ 運 営 事 業

　平成 26年度から始まる次期総合計画に
ついて市民の意見をもとに策定します。

　使いやすく、分かりやすいホームペー
ジを目指して、多くの市民に利用してい
ただくため、市の公式ホームページをリ
ニューアルします。

59 万円
市 内 大 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ 事 業

　市内大学と連携し、学生の職業意識の
向上や育成を目的として本格的な就業体
験を実施します。

⇒パソコン学習、電子黒板使用風景

平成 25 年度　江別市予算概要

　●商業などの活性化事業
　　・地域活性化事業への支援
　●連立事業・街路事業など
　　・兵村９丁目通りの新設工事
　　・天徳寺グリーンモール整備工事
　　・LED照明灯設置
   　  ・サイクルシェアリングの実施
　●野幌駅周辺土地区画整理事業

6 億 5,861 万円
江別の顔づくり事業

　引き続き江別の顔づくり事業を進めます。

2,333 万円
特別支援教育推進事業

　特別支援教育の充実を図ります。
　●特別支援教育のコーディネーター配置
　●発達障がいにかかる通級指導教室の開設
●特別支援教育補助員の配置（15人→16人）

●小学校教育用・校務用パソコン更新など
　の整備
●電子黒板の導入（小・中学校全校に配置）

726 万円
証明書コンビニ交付事業

　住民票などが全国の利用可能なコン
ビニで取得できる「証明書コンビニ交付」
の平成 26 年度開始に向け、システム構
築や住基カードの普及を促進します。

495 万円
公共街路灯新設更新等事業

　市が管理する幹線道路の街路灯につ
いて、環境負荷や維持コストの低減の
ために LED 街路灯への更新・新設を
進めていきます。

⇒ LED 化した地域の街路灯

1,543 万円
街路灯設置費補助金

　自治会が管理する街路灯について
LED灯の設置費用を補助します。また
LED化による削減電気料金をもとにし
た奨励金を新たに交付します。
　 ●街路灯設置費補助金
●リース方式による LED灯導入

　　平成 25年度モデル実施　 
　 ● LED 化促進奨励金



区　分 平成 25年度
● 水道事業会計 32 億 8,773 万円

　基幹管路耐震化事業 2 億 3,114 万円
　配水管整備事業 3 億 2,743 万円
　配水施設整備事業 1 億　685 万円

● 下水道事業会計 48 億 3,510 万円

　雨水管渠整備事業 2 億　636 万円
　汚水管渠整備事業 3 億 9,664 万円
　浄化センター整備事業 2 億 9,170 万円
　ポンプ場整備事業 1 億 3,000 万円
　管路施設改築更新事業 3,800 万円
　処理場・ポンプ場施設耐震調査事業 3,700 万円

■平成 25 年度の上下水道事業予算（主な事業）

企業会計

　経営面では、「公立病院改革プラン」および「江別市立病
院経営健全化計画」の重要課題である、平成 26 年度までの
不良債務解消に向けて一層努力します。経営健全化を進める
ことで、市民の皆さんに信頼される地域の中核病院としての
役割を着実に果たしていきます。

　市立病院財務課財務係　☎ 382-5151（内線 2008）

　平成 25 年度の上下水道事業は、江別市水道事業・下水道
事業中期経営計画に基づき、施設や水道管の整備更新などを
行います。

● 基幹管路耐震化事業
　　災害に強いライフラインの構築を図る
　ため、基幹管路の耐震化を進めます。

● 配水管整備事業
　　水道水の安定供給を確保するため、配
　水管を計画的に更新・整備します。

● 配水施設整備事業
　　大麻高区配水池の耐震補強工事などを実施します。

● 雨水管
かんきょ

渠整備事業　
　　浸水対策として大麻地区の幹線整備などを実施します。

● 汚水管渠整備事業
　   食品関連産業立地に向けた基盤整備のための西野幌地区

汚水幹線整備などを実施します。

● 浄化センター整備事業
　　環境に配慮した適切な下水処理を進めるため、老朽化し    
　た設備を計画的に更新します。

● ポンプ場整備事業
　　ポンプ場の老朽化した設備を計画的に更新します。

● 管路施設改築更新事業
　　管路状態を把握するためのテレビカメラ調査などを実施
　します。

● 処理場・ポンプ場施設耐震調査事業
　　処理場およびポンプ場の耐震調査を実施します。

※中期経営計画および平成 25 年度予算の詳細については、江別市
　水道部ホームページでご覧いただけます。
　（http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/suidou/suidoutop.html）

   　水道部総務課財務係　☎ 385-1214

　平成 24 年度は、臨床検査技師と精神保健福祉士をそれぞ
れ 1名増員するとともに、感染管理の認定看護師を含めた看
護職員を増員しました。さらに、総合内科医と眼科医も増員
しています。診療収益（入院および外来収益）については、
１月末時点で当初計画と比較して約４億 1,500 万円、前年度
との比較では約 200 万円の減収となっています。
　

　平成 25 年度は、総合内科医をはじめ医師の確保に取り組
み、さらなる診療体制の充実に努めます。
　現在の地域医療を取り巻く厳しい環境に対応するため、江
別市内のほか、南空知など近隣地域の公的医療機関との連携
を一層推進し、地域の中核病院としての機能向上に努めてい
きます。
　また、さまざまな医療機器を整備していくことで、より充
実した医療サービスの実現に取り組んでいきます。
　さらに、自宅で安心して療養できる環境づくりを目指し、
総合内科医による在宅療養支援の調査・研究を行います。

市立病院

水道部
  

平 成 25 年 度　 江 別 市 予 算 概 要

平成 25年度 
予  算



　生きるために食べるのか、食べるために生きるのか？難し
い問題です。私自身は食べるために生きている人間のような
気がします。
　とにかく体に良いたべものを、よく噛んでおいしくいただ
くことが大切です。よく噛むためには、歯や歯ぐきなどの口
腔内が健康である必要があります。半年ないし一年ごとの歯
医者さんや歯科衛生士さんによる定期検査は欠かせません。
　東京都内に住んでいる親友の T君が、歯の具合が悪くなっ
て評判の良い歯医者さんに行ったときのことです。その歯医
者さんが、友人の歯を見るなりこう言ったそうです。「あなた
タバコを吸うでしょう！タバコは虫歯や歯周病の原因の一つ
なのだから、タバコを吸いつづけて歯が痛くなるのは当然で
すよ。」
　治療後、彼はこれまでの認識を改め、タバコの本数をだい
ぶ減らしたとのことでした。
　この歯医者さんが指摘するように、タバコは歯や歯ぐきの
健康を害する毒となります。麻酔をする立場から言っても、
歯や口腔内が健康であるにこしたことはありません。たとえ
ば歯がぐらぐらだったりすると、麻酔中に歯が抜けてしまい
気管や食道に入り込んでしまう可能性があります。また、口
腔内が不潔だと口腔内分泌物が気管に流れ込み、細菌が繁殖
して手術後に肺炎を引き起こす恐れもあります。タバコは百
害あって一利なしといわざるを得ません。
　また、喫煙をしない人が自分の意思とは関係なく、環境中
のたばこの煙を吸うことを受動喫煙といいます。受動喫煙は
自分が喫煙する以上に健康にとって良くないことが最近明ら
かとなっています。昨年の夏に病院の玄関横で喫煙している
方がいたので、「喫煙所がありますので、そちらで吸ってくだ
さい。」とお願いをしました。喫煙は麻酔科医にとっても厄介
な嗜好といえますが、喫煙する人は、たばこを吸わない人へ
の気遣いを忘れないで頂きたいと思います。
　

*1 

※都合により内容が変わる場合があります。

㈮

☎

●
●㈮

区　分 平成 25年度 平成 24 年度 比較増減

病院事業収益 72 億 7,000 万円 72 億 8,000 万円 △ 1,000 万円

病院事業費用 72 億 8,000 万円 73 億円 △ 2,000 万円

当年度純損失 200 万円 2,200 万円 2,000 万円

不良債務残高 3 億 5,000 万円 4億 1,000 万円 △ 6,000 万円

患者数

入院
96,982 人 102,822 人 △ 5,840 人

266 人 / 日 282 人 / 日 △ 16 人 / 日

外来
190,855 人 193,431 人 △ 2,576 人

782 人 / 日 790 人 / 日 △ 8人 / 日

病床
利用率

一般 79.5% 85.0% △ 5.5%

精神 75.9% 76.9% △ 1.0%

■平成 25 年度予算と平成 24 年度予算（当初）との比較

／
〠 ☎

http://www.ebetsu-hospital.jp/



　サイクルポートは次の２か所に設置します。

①野幌駅西側高架下駐輪場　
②北海道情報大学敷地内  （西野幌 59-2）

●実施期間
　平成 25 年 8月 1日㈭ ～ 11 月 30 日㈯

●利用時間    24 時間利用できます

●利用料金
　・会員登録料 /500 円
　・利用料 /無料（平成 26 年度以降は有料）
　

家など　翌日まで保管

　

市
で
は
、「
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
や
「
放
置
自
転
車

対
策
」
を
目
的
に
、
野
幌
地
区
の

2
か
所
（
野
幌
駅
・
北
海
道
情
報

大
学
）
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
（
共

有
自
転
車
専
用
駐
輪
場
）
を
設
置

し
、
50
台
の
自
転
車
を
通
勤
や
通

学
に
お
い
て
共
同
利
用
す
る
「
サ

⑵
「
利
用
方
法
の
イ
メ
ー
ジ

図
」
の
「
B
」
に
該
当
す
る
方

　

平
日
の
朝
方
に
共
有
自
転
車
で

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
①
（
野
幌
駅
）

か
ら
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
②
（
北
海

道
情
報
大
学
）
ま
で
移
動
し
、
夕

方
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
②
（
北
海

道
情
報
大
学
）
か
ら
サ
イ
ク
ル
ポ

ー
ト
①
（
野
幌
駅
）
ま
で
移
動
す

る
方
。

●
募
集
人
数
／
40
人

　

　

高
校
生
以
上
で
安
全
に
自
転
車

の
利
用
が
で
き
、
次
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
方

⑴
「
利
用
方
法
の
イ
メ
ー
ジ

図
」
の
「
A
」
に
該
当
す
る
方

　

平
日
の
朝
方
に
共
有
自
転
車
で

自
宅
な
ど
か
ら
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

①
（
野
幌
駅
）
へ
移
動
し
、
夕
方

に
共
有
自
転
車
で
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
①
（
野
幌
駅
）
か
ら
自
宅
な
ど

ま
で
移
動
す
る
方
。

●
募
集
人
数
／
40
人

イ
ク
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
を
8
月

か
ら
11
月
末
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

た
だ
今
登
録
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
次
の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
、
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 
都
心
整
備
課
☎
381
‐

１
０
８
２

12

1006

白
樺
通

１
号
線

北海道情報大学

ＪＲ野幌駅 ＪＲ高砂駅

江別市役所

道
央
自
動
車
道

サイクルポート①
野幌駅西側高架下駐輪場

サイクルポート②
北海道情報大学



　昨年より整備していた「野幌駅東側高架下駐輪場」が完成し、4
月 20 日から利用できるようになります。利用開始時期は、融雪状
況により前後することがあります。

【駐輪場の特徴】
①駐輪台数／ 600 台
②周囲を囲む高さ 1メートルの壁や舗装に江別産
レンガを使用して駅舎と一体となった江別らしい景観を創出。
③ＬＥＤ照明を設置して環境や防犯に配慮。
④駐輪ラックや端部柵を設置して自転車の散在を防止。

●応募資格 / 市内在住・在勤・在学の方

●応募方法 / 住所・氏名・連絡先を明記の上、
「愛称（ふりがな付）」と「愛称の意味・理由

など」を記載し、郵送、ファクスまたは電子

メールで下記まで提出してください。

●募集期間 /4 月 1 日㈪ ～ 5月 31 日㈮

●応募・問い合わせ先 / 野幌駅周辺地区サ
イクルシェアリング運営事務局、

住所：〠 069-0813 野幌町 55-5 江
別ぶらっと内、☎ 090-1381-6704、

381-1074、Email=toshin@city.

ebetsu.lg.jp

●選考方法 / 当事務局で審査し、採用された
愛称の応募者へ通知します。

●賞品 / 採用された愛称の応募者に「江別物
産品の詰め合わせ」を進呈します。

●その他 / 個人情報は、本目的以外に使用し
ません。愛称は自作で未発表のものに限りま

す。愛称は事業の啓発活動に使用します。愛

称に関する著作権など一切の権限は当事務局

に帰属します。

野幌駅東側
高架下駐輪場

　サイクルシェアリング事業で使う自転車の仕様に関す
るアンケートを実施していますので、皆さんのご協力を
お願いします。

●実施場所 / 野幌駅構内
●実施期間 / ４月 1日㈪ ～ 15 日㈪

●
募
集
期
間
／
４
月
2
日
㈫
か
ら

５
月
31
日
㈮
ま
で（
先
着
順
と
し
、

定
員
に
な
り
次
第
終
了
）。

●
必
要
な
も
の
／
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
学
生

証
・
健
康
保
険
証
・
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
な
ど
）
と
会
員
登
録
料

500
円
。

●
申
込
方
法
／
野
幌
駅
周
辺
地
区

サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
運
営
事

務
局
（
野
幌
町
55
‐
5
、
江
別
ぶ

ら
っ
と
内 

☎
090
‐
１
３
８
１
‐

６
７
０
４
）
に
お
越
し
に
な
り
、

申
込
書
を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
受
付
時
間
／
10
時
〜
17
時（
日
・

月
曜
、
祝
日
を
除
く
）。

※
北
海
道
情
報
大
学
の
学
生
は
、

北
海
道
情
報
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
務
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

サンクス
ＪＡ道央
のっぽろ

旭
通

野幌公民館
市民体育館国道12号

北海道銀行

野幌病院
鉄西線

8
丁
目
通

野幌駅

サンクス
JA道央
のっぽろ



別
市
「
ま
ち
」
と
「
む
ら
」

の
交
流
推
進
協
議
会
の

貸
し
農
園
で
は
、
随
時
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

貸
し
農
園
は
、
本
格
的
に
農
業

を
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ

ど
、
家
庭
菜
園
で
は
物
足
り
な
い 

と
考
え
て
い
る
人
に
ぴ
っ
た
り
の

野
菜
や
花
の
栽
培
な
ど
に
適
し
た

小
規
模
な
畑
で
す
。
お
い
し
く
新

鮮
な
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

貸
し
農
園
の
場
所
は
、
市
の
農

業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
や
利
用
条
件

は
、
直
接
各
農
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

江
別
市
「
ま
ち
」
と
「
む

ら
」
の
交
流
推
進
協
議
会
事
務
局

（
農
業
振
興
課
内
）☎
381
‐
１
０
２

５

☎
☎

☎

☎

☎

☎
☎



民
館
で
は
、
５
月
か
ら

年
間
を
通
し
て
通
え
る

教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
初
心
者
の
方
１
人

１
教
室
（
追
加
募
集
は
重
複
受
講

可
）
を
選
び
、
４
月
12
日
㈮
〜
14

日
㈰
の
９
時
30
分
〜
17
時
に
直
接

各
公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
事
前

に
連
絡
し
、
４
月
21
日
㈰
に
公
開

抽
選
を
、
定
員
に
満
た
な
い
教
室

は
４
月
23
日
㈫
か
ら
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。

▪
幼
児
学
級
は
５
月
〜
翌
年
３
月

で
20
回
程
度
。
幼
児
の
対
象
年
齢

は
４
月
１
日
現
在
の
満
年
齢
。

▪
一
般
対
象
教
室
は
５
月
か
ら
９

月
ま
で
の
期
間
に
５
〜
20
回
程
度

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
※
中
央
公

民
館
の
「
初
め
て
の
ヨ
ガ
教
室
」

は
10
月
３
日
が
最
終
日
。

▪
各
教
室
と
も
、
教
材
（
プ
リ
ン

ト
）作
成
時
に
印
刷
代
実
費
必
要
。

　

各
公
民
館
へ
。

☎

☎

☎



き
い
き
セ
ン
タ
ー
さ
わ
ま

ち
で
は
、
５
月
か
ら
開
講

す
る
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
。

４
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
の
８
時
45

分
〜
17
時
15
分
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

各
講
座
と
も
定
員
を
超
え
た
場

合
は
事
前
に
連
絡
し
、
公
開
抽
選

と
な
り
ま
す
。
受
講
料
は
各
教
室

の
開
講
式
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
さ
わ
ま
ち
☎
387
‐
５

１
１
１

つ
ま
で
も

元
気
で
、

い
き
い
き
と
人
生
を

送
る「
元
気
の
達
人
」

を
養
成
す
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
と
な
ら
な
い

た
め
の
運
動
や
食

事
、
口
腔
ケ
ア
や
病

㈬
㈬

㈬
㈬

㈫
㈫

㈫
㈫

☎

☎

☎

☎

☎㈬ ㈬
・ ㈬

☎

気
の
予
防
な
ど
、
今
日
か
ら
で
き

る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

１
コ
ー
ス
３
日
間
の
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
３
日
間

と
も
受
講
で
き
る
65
歳
以
上
の
方

で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
で
す
（
先
着
）。

　

各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。



と
で
、
土
中
に
す
き
間
を
作
り
、

さ
ら
に
腐
植
質
は
保
水
性
が
あ
る

の
で
、
必
要
な
水
分
を
保
持
し
て

く
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
良
い
土
と

は
団
粒
化
し
た
土
の
こ
と
で
あ

り
、水
や
肥
料
分
を
含
む
こ
と
で
、

そ
の
湿
っ
た
隙
間
に
根
毛
が
伸
び

て
い
き
、
生
き
生
き
と
し
た
植
物

を
育
て
る
の
で
す
。

　

土
を
改
良
す
る
に
は
、
良
質
な

畑
土
と
の
入
れ
替
え
が
理
想
で
す

が
、
費
用
が
高
く
な
る
の
で
、
一

般
家
庭
で
は
堆
肥
や
腐
葉
土
な
ど

の
腐
植
質
を
十
分
入
れ
て
、
深
く

耕
し
、
土
壌
の
団
粒
化
を
は
か
り

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
般
に
植
え
る
草
花
、

庭
木
は
ph
６
〜
5.5
の
弱
酸
性
の
土

が
適
当
で
す
が
、
酸
性
度
の
強
い

所
で
は
中
和
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
土
を
起
こ
し
て
消
石
灰
や
苦

土
石
灰
を
土
全
面
に
う
っ
す
ら
と

白
く
な
る
く
ら
い
撒
い
て
耕
す
と

良
い
で
し
ょ
う
。

　毎年４～ 7月
にかけて、カラ
スが電柱に巣作
りをすることが
あります。巣の
材料には針金な
どの金属が使われることがあ
り、それらが原因で停電が発
生する場合があります。
　北海道電力では、こうした
停電を未然に予防するため、
電柱にカラスが巣を作りづら
くする工夫や、臨時巡視を行
い、巣を撤去するなどの対策
を実施しています。
　電柱にカラスの巣を見つけ
た場合には、情報提供をお願
いします。

  北海道電力札幌東支
社配電課　☎ 892-8113

　

カ
ラ
ス
が
巣
作
り
を
す
る
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
カ
ラ
ス
の
習
性
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 
 

環
境
課
自
然
環
境
担
当  

☎
381
‐
１
０
４
６

　

子
育
て
時
期
（
４
月
〜
７
月
）
は
、

親
ガ
ラ
ス
が
卵
や
ひ
な
を
守
る
た
め
に

威
嚇
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
威
嚇

を
行
う
期
間
は
、
産
卵
後
か
ら
卵
が
か

え
る
ま
で
の
約
３
週
間
に
加
え
、
巣
立

ち
ま
で
の
約
１
か
月
間
の
計
２
か
月
間

ほ
ど
で
す
。
カ
ラ
ス
は
ひ
な
へ
の
愛
情

が
深
く
、
熱
心
に
子
育
て
す
る
鳥
な
の

で
す
。

　

カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
て
も
無
関
心

を
装
い
ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
も
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く
で
、
大
き
な
針

葉
樹
の
あ
る
場
所
は
巣
が
作
ら
れ
や
す

い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
針
葉
樹
は
風
通
し

が
よ
く
な
る
よ
う
に
剪
定
し
、
付
近
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
卵
や
ひ
な
の
い
る
巣
を

撤
去
す
る
場
合
は
、
鳥
獣
法
に
基
づ
く

市
の
許
可
を
受
け
て
、
木
の
所
有
者
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

庭
作
り
は
土
つ
く
り

ＱＡ

　ハシボソガラスの巣を撤去すると、その場所へハシブトガ
ラスが巣を作りに侵入する可能性があるので、ハシボソガラ
スの巣は撤去しないほうが得策と言われています。

子育てカラスの習性

被
害
が
多
い
の
は

い
つ
頃
？

ど
ん
な
と
こ
ろ
に

巣
を
作
る
の
？

市内には２種類のカラスが生息しています。

くちばしが細く大人しい
ハシボソガラス

くちばしが太く性格が荒い
ハシブトガラス

☎

　

日
当
た
り
の
良
し
悪
し
や

風
通
し
も
大
切
で
す
が
、
植
物

が
根
を
張
る
土
の
性
質
が
重
要

で
す
。

　

根
が
元
気
に
育
つ
た
め
に
は
、

適
度
な
通
気
性
と
保
水
性
が
必

要
で
す
。
雨
が
降
れ
ば
グ
シ
ャ

グ
シ
ャ
に
、
天
気
が
続
く
と
カ

チ
ン
カ
チ
ン
に
固
ま
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
所
や
、
隙
間
の
多
過

ぎ
る
保
水
力
の
な
い
砂
地
な
ど

で
は
植
物
は
育
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
排
水
と
保
水
に
重
要
な

働
き
を
す
る
の
が
、
植
物
の
茎

葉
な
ど
が
腐
っ
た
腐
植
質
で
す
。

腐
植
質
が
微
細
な
土
粒
を
結
び

付
け
て
固
ま
り
団
粒
を
作
る
こ

　

美
し
い
草
花
や
庭
木
つ
く

り
を
成
功
さ
せ
る
に
は
？

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
北
電
に
連
絡
を

①「ガァガァ」
と大声で鳴く

②枝や電線をつつ
く、枝や葉をち
ぎって下に落とす

③人の頭上を低空
飛行する。

より激しい威嚇→ 

威嚇の種類

　鳥類は羽に傷がつく恐れのあるものには近づか
ない性質があります。

　巣から追い払おうと、石を投
げるなどの行為をすると、威嚇
がより激しくなってしまい、逆
効果です。

　低空飛行して襲ってくる場合は、カラスから目を離さ
ないように後ずさりしてその場を離れましょう。カラス
は背後からしか襲ってきません。

　子育て時期のカラスは警戒心が非常に強いで
す。近づいて巣を見つめたりすることは控えま
しょう。

絶対ダメ！

③襲ってきてどうしようもない時はカラスから目を離さない。

②帽子や傘で後頭部を守る。腕を真っ直ぐ上げて
通行する。

①巣に近づかない。

危

身を守るためのポイント



ごみ・資源物は収集日当日、朝９時までにごみステーションに出しましょう。

46号
指定ごみ袋は
１枚からでも
購入できます。

ごみコミえべつごみコミえべつ

ご
注
意
く
だ
さ
い

引
っ
越
し
ご
み
の
出
し
方

　

引
っ
越
し
な
ど
で
出
た
多
量
の
ご
み
を

一
度
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
、

他
の
利
用
者
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
市
で
は
引
っ
越
し
な
ど
の

多
量
ご
み
は
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
や
、
少
量
ず
つ
数
回
に
分
け
て

出
す
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
に
つ
い
て

は
、「
ご
み
の
出
し
方
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
☎
384
‐
5
6
0
0
、

 

385
‐
7
1
3
4
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
（
受
付
は
、
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
を
除
く
）
は
９
時
〜
17
時
、
土
曜
日
、

祝
日
、
年
末
は
９
時
〜
12
時
）。

○
再
利
用
で
ご
み
を
減
ら
そ
う

　

使
え
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

や
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ン
ク
、
ま
た
は
利

用
で
き
る
人
に
引
き
渡
す
な
ど
、
ご
み
に

出
す
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
多
量
の
ご
み
を
処
理
す
る
場
合

①
自
分
で
処
理
施
設
に
搬
入

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」と「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」に
あ
ら
か
じ
め
分
け
、ご
自
分
で
市
環

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
八
幡
122
☎
391
‐

0
4
2
2
）
に
直
接
運
び
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
料
金
は
10
㎏
に
つ
き
90
円
で

す
。
計
量
後
、
現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
指
定
ご
み
袋
や
ご
み
処
理

券
、
大
型
ご
み
シ
ー
ル
は
使
用
せ
ず
任
意

の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
許
可
業
者
に
依
頼

　

直
接
運
び
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
許
可
業
者
に
ご
み
の
処
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
（
有
料
）。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
協
同
組
合
☎
385
‐
7
1
2
4

○ 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
出
す
と
き
は
数
回
に
分
け
て

　

や
む
を
得
ず
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
場
合
は
、日
程
に
余
裕
を
も
っ
て
、少

量
ず
つ
数
回
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
大
型
ご
み
は
事
前
の
申
し
込
み
を

　

大
型
ご
み
は
、
有
料
で
戸
別
に
収
集
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
「
大
型
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
」（
☎
380
‐
6
0
0
0
）
に
電
話
で

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
収
集

日
は
、
お
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、「
ご
み

と
資
源
物
分
別
の
手
引
き
（
10
、
11
ペ
ー

ジ
）
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
対
策
課
☎
383
‐
4
2
1
7

剪
定
木
・
廃
木
材
な
ど
の

出
し
方

　
「
枝
・
木
」、「
剪
定
木
・
廃
木
材
」
の

出
し
方
は
、「
ご
み
と
資
源
物
分
別
の
手
引

き
」（「
束
の
作
り
方
・
出
し
方（
６
ペ
ー

ジ
）」
と
「
ご
み
分
別
辞
典
（
14
、
17
ペ
ー

ジ
）」）
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
１
本

の
太
さ
が
２
㎝
以
下
は「
燃
や
せ
る
ご

み
」に
、
２
㎝
を
超
え
る
場
合
は
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
束
に
す
る
場
合
、
１
回
に
出
せ
る

の
は
４
束
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
対
策
課
☎
383
‐
4
2
1
7

穴はあけないで！
スプレー缶などの出し方

　「スプレー缶、ガスカセット缶」と「ライター」については、
それぞれ別々の袋に入れて、「危険ごみ」の収集日に出してく
ださい。最近、袋を分けていないため、収集されないものも
多くなっています。
　中身はできるだけ使い切ってから出してください。市では
機械により安全に処理していますので、中身を使い切れない
場合であっても、穴をあけずに中身が入ったままの状態で出
してください。ご家庭での穴あけは、爆発事故につながる可
能性があり、非常に危険です。
　　 　廃棄物対策課☎383-4217

　自治会の地域清掃やボランティアでの美化活動などにより発生した「公
共ごみ」は、次の方法で収集しています。出し方は、量の多少にかかわらず、
「燃やせるごみ」、「燃やせないごみ」に分別してください。
○少量の場合
　公共ごみ袋（各自治会に配布しています）に入れ、それぞれの収集日
の朝９時までに、ごみステーションに出してください。家庭ごみと合わ
せて収集します。
○多量の場合
　市で直接収集します。事前に実施日、実施内容などをご連絡いただいたうえ、
ごみステーション以外の場所に集積してください（任意の袋で可）。

地域清掃のごみ　多量の場合は事前に連絡を！
※ 地域清掃が集中する時期は、ご希望の日時に収集できない場合があり
ますので、あらかじめご了承ください。
※地域清掃活動の際に不法投棄を発見した場合も、ご連絡ください。
○お願い
　土や砂はごみとして処理することができません。抜いた草などに多量
の土や砂が付着していると、収集、処理に支障をきたしますので、でき
るだけ取り除くようご協力をお願いします。なお、道路やU字溝などの
土や砂の処理方法については、市土木事務所（元江別本町21☎383-
5900）にお問い合わせください。
　　　廃棄物対策課☎383-4217

窒素ガスを封入して爆発を防止
し、中身を抜き取ります。



「
野
焼
き
」は
ダ
メ
！

　

ご
み
な
ど
を
野
外
で
燃
や
す
行
為
、
い

わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
、
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
、
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

野
焼
き
は
煙
、
す
す
、
悪
臭
な
ど
に
よ

り
周
辺
の
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で

な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物

質
が
発
生
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

お
互
い
が
快
適
な
環
境
で
過
ご
す
た
め

に
も
、
各
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
落
ち
葉
、

草
な
ど
は
絶
対
に
野
外
で
焼
却
せ
ず
、
分

別
の
う
え
市
指
定
の
ご
み
袋
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
対
策
課
☎
383
‐
4
2
1
7

不
法
投
棄
は「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」「
ゆ
る
さ
な
い
」

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
一
度
捨
て
ら
れ

た
場
所
や
管
理
の
不
十
分
な
場
所
に
く
り

返
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
土
地
の
所

有
者
、
管
理
者
の
責
任
で
処
理
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
資
材
置
き
場
、
空
き
地

な
ど
を
所
有
、
管
理
し
て
い
る
方
は
、
ご

み
を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
に

努
め
、
柵
や
警
告
看
板
の
設
置
な
ど
の
予

防
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を
防
止
す

る
た
め
、
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
看
板
、

の
ぼ
り
の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
見
か
け
た
と
き
は
、

車
の
ナ
ン
バ
ー
や
投
棄
者
の
特
徴
な
ど
を

警
察
署
（
110
番
か
江
別
警
察
署
生
活
安
全

課
☎
382
‐
0
1
1
0
）
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。　

廃
棄
物
対
策
課
☎
383
‐
4
2
1
7

共
同
住
宅
に
は「
専
用
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
設
置
を

　

４
戸
以
上
の
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
共
同
住
宅
に
は
、
建
物
内
ま
た
は

敷
地
内
に
「
専
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
設
置
す
る
こ
と
が
、
条
例
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
住
宅
を
建
築
す
る
際
に
は
、
市
と

事
前
協
議
の
う
え
、「
専
用
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
設
置
義
務
は
既
存
の
共
同

住
宅
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
す
で
に

共
同
住
宅
を
所
有
し
て
い
て
、
専
用
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
対
策
課
☎
383
‐
4
2
1
7

効果が出ている
カラス除けサークル

お引っ越しの際は
リサイクルバンクのご利用を

○カラスの被害を防ぐには
　カラスは観察力や識別能力が高いことから、カラスによる被
害を防止するため、次のような工夫をしているステーションも
あります。
　①CD、DVDなど光るものをステーションにぶら下げる。
　②光るテープをステーションにつける。
　③鳥の模型をぶら下げる。
　④ごみが直接見えないようにシートなどで覆う。
　⑤ネットを使用する。
　⑥水や砂を入れたペットボトルをネットにつける。
　⑦テグス(釣り糸)をステーション周辺に張り巡らす。
　⑧音が出るように空き缶をぶら下げる。

○カラス除けサークルのご相談と貸し出し
　市では、ごみステーションでのカラスによる被害防止に効果
がある「カラス除けサークル」の導入を推奨しています。また、
サークルに合わせてごみネットを使用し、さらにネットの周囲
にチェーンなどを付けるとより効果があるほか、ごみや資源物
の飛散も防げます。
※サークルは車道や歩道に固定することはできません。ごみ収
集後は、必ず片づけるようお願いします。
　なお、市では「カラス除けサークル」の作り方や使用方法に
ついての説明会を行っているほか、数量に限度がありますが「カ
ラス除けサークル」の一定期間の貸し出しも行っていますので、
お気軽にお問い合わせください。

　３、４月の引
っ越しシーズン
にあたり、ご家
庭で不用になっ
た品物で、修理
や補修をしなく
てもそのまま再
利用可能なもの
がありましたら、「大型ごみ」として出さずに、リサイ
クルバンク（工栄町14 -２）にぜひご提供ください。
　回収している品目は、①家具類（机、テーブル、
いす、食器棚、本棚、タンス、ベッドなど）、②ス
ポーツ用品（カービングスキー、自転車など）、③
子ども用品（ベビーベッド、チャイルドシート、遊
具など）です。提供を希望される場合は、毎週月～
金曜日の９時～17時に江別リサイクル事業協同組
合（☎385-7124）に電話でお申し込みいただくと、
翌週火曜日に訪問し、再利用が可能か確認のうえ、
無料で回収いたします。
　回収された品物は、常設のリサイクルバンクに展
示され、希望者に無料で提供しています。市内に居
住する15歳以上の方であれば、１人年間５点まで
利用できますので、ご活用ください。

　　　廃棄物対策課☎383-4217
　　　江別リサイクル事業協同組合☎385-7124
　　　減量推進課☎383-4211

リサイクルバンク
（工栄町14-2）

市環境事務所

江別市リサイクル
センター

道道江別インター線

５
丁
目
通

N



　

国
で
は
、
平
成
24
年
５
月
に
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
同
様
の

危
険
性
の
あ
る
感
染
症
へ
の
対
策

と
し
て
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
感
染
が
拡
大
す
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
市
が
対
策
本
部

を
設
置
し
て
対
策
に
あ
た
る
た

め
、
新
た
に
「
江
別
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
」

を
制
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の

原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
　

４
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫
。

●
　

市
役
所
２
階
総
務
課
危
機
対

策
・
防
災
担
当
、
市
役
所
１
階
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
大
麻

出
張
所
、
水
道
庁
舎
証
明
交
付
窓

口
、
情
報
図
書
館
、
市
民
会
館
、

各
公
民
館
、豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー
、

野
幌
鉄
南
地
区
セ
ン
タ
ー
で
公
表

す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。

●
　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
持

参
、
郵
送
（
必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
４
月
30
日
㈫
ま
で
に
総
務
課

危
機
対
策
・
防
災
担
当
（
〠
067-

８
６
７
４
高
砂
町
６
、　 

381-

１

☎

０
７
０
、

=kikitaisaku@
city.ebetsu.lg.jp

）
へ
。
様
式
は

自
由
で
す
。

 
 

総
務
課
危
機
対
策
・
防
災

担
当
☎
381-

１
４
０
７

市
民
会
館
、
各
公
民
館
、
元
町
地

区
・
豊
幌
地
区
・
野
幌
鉄
南
地
区
・

大
麻
東
地
区
・
大
麻
西
地
区
・
文

京
台
地
区
の
各
地
区
セ
ン
タ
ー
、

江
別
駅
、
高
砂
駅
、
野
幌
駅
、
大

麻
駅
、豊
幌
駅
で
公
表
す
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
。

●
　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
持
参
、

郵
送（
必
着
）、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

　

江
別
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ

く
市
の
総
合
計
画
の
策
定
な
ど
に

あ
た
っ
て
、
議
会
の
議
決
を
経
る

こ
と
を
定
め
る
条
例
の
原
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
　

４
月
25
日
㈭

●
　

市
役
所
２
階
政
策
調
整
課
、
市

役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

市
役
所
大
麻
出
張
所
、
水
道
庁
舎

証
明
交
付
窓
口
、
情
報
図
書
館
、

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
４
月

25
日
㈭
ま
で
に
政
策
調
整
課
総

合
計
画
担
当
（
〠
067-

８
６
７
４

高
砂
町
６
、

381-

１
０
７
０
、

=sogokeikaku@
city.

ebetsu.lg.jp

）
へ
。
様
式
は
自
由

で
す
。  

政
策
調
整
課
総
合
計
画
担

当
☎
381-

１
２
９
５



☎

 　

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！
応
募
写

真
締
め
切
り
は
４
月
12
日
㈮
で

す
。

　

写
真
は
、
六
つ
切
サ
イ
ズ
（
203

ミ
リ
×
254
ミ
リ
）
以
上
A4
サ
イ
ズ

（
210
ミ
リ
×
297
ミ
リ
）
以
下
で
、

カ
ラ
ー
、
白
黒
は
問
い
ま
せ
ん
。

写
真
は
加
工
し
な
い
も
の
に
限
り

ま
す
。

　

参
加
料
は
写
真
１
枚
に
つ
き
500

円
で
す
。

　

応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 
  

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
☎
385-

１
０
０
４

　

４
月
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法

が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

〠

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
生
活
介
護
な
ど
、
療
養
生
活

を
支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

従
来
は
、
身
体
障
が
い
、
知
的

障
が
い
、
精
神
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
新
た

に
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い

疾
病
そ
の
他
の
特
殊
な
疾
病
（
難

病
な
ど
）
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
、
障

が
い
程
度
区
分
の
認
定
な
ど
に
よ

り
、
支
給
決
定
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
疾
病
が
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
  

福
祉
課
☎
381-

１
０
３
１

● 　 

● 

● 　



税・証明福祉・医療子育て・教育環境土地・住宅 税・証明福祉・健康子育て・教育環境土地・住宅

税
・
証
明

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

●
夜
間
納
税
窓
口　

日
時
／
毎
週
木
曜
日
20
時
ま
で
。

●
日
曜
納
税
窓
口　

日
時
／
4
月
28
日
㈰
10
時
〜
15
時
。

場
所
・
詳
細

納
税
課（
市
役
所
本
庁
舎
12
番
窓
口
）

☎
381

・

1
0
1
3

夜
間
証
明
交
付
窓
口

日
時
／
毎
週
火
・
木
曜
日
20
時
ま
で
。

場
所
／
市
民
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階

正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）。

●
夜
間
窓
口
で
受
け
付
け
す
る
証
明

　

住
民
票（
広
域
交
付
を
除
く
）、
印
鑑

証
明
、
戸
籍
全
部（
個
人
）事
項
証
明
な　

　

ど

。

転
出
届
や
転
入
届
な
ど
の
異
動
届
は
お

受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
本
人
確
認
書
類

　

次
の
い
ず
れ
か
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、写
真
付

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
が

発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
書
類
／
1
点
。

②
健
康
保
険
証
、生
活
保
護
受
給
者
証
、

年
金
手
帳
、
学
生
証（
写
真
付
き
）、
社

員
証（
写
真
付
き
）な
ど
の
書
類
／
2
点
。

●
電
話
予
約
が
必
要
な
証
明

　

所
得
証
明
、課
税
証
明
、納
税
証
明
な

ど
は
市
民
税
課
へ
要
予
約
。

詳
細

市
民
課
市
民
係
☎
381
・
1
0
2
0

市
民
税
課
市
民
税
係
☎
381
・
1
0
1
2

固
定
資
産
の「
縦
覧
制
度
」と

「
閲
覧
制
度
」

　
●
縦
覧
制
度

　

平
成
25
年
度
の「
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」や「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」に

記
載
さ
れ
た
市
内
の
他
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
自

己
の
資
産
の
評
価
額
の
適
正
さ
を
判
断

で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度

で
す（
償
却
資
産
は
縦
覧
の
対
象
外
）。

手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
土
地
を
所
有
し
て
い
な
い
方
や
土
地

に
対
し
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は「
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」を
、
家
屋
を
所

有
し
て
い
な
い
方
や
家
屋
に
対
し
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
は「
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」を
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

●
閲
覧
制
度

　

自
己
の
所
有
す
る
資
産
が
記
載
さ
れ

た
課
税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
を
納

税
義
務
者
ご
と
に
ま
と
め
た
台
帳（
名

寄
帳
）を
閲
覧
で
き
、
手
数
料
は
１
件

300
円
で
す（
縦
覧
期
間
中
は
現
年
度
分

に
限
り
無
料
）。

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
の
、土
地
・
家

屋
に
つ
い
て
使
用
や
収
益
を
目
的
と
す

る
権
利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に

限
る
）が
あ
る
方
も
閲
覧
で
き
ま
す
が
、

権
利
と
関
係
な
い
土
地
・
家
屋
は
閲
覧

で
き
ま
せ
ん
。
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
も
の
と
権
利
関
係
を
証
明
す

る
書
類
な
ど（
賃
貸
借
契
約
書
な　

　

ど

）が

必
要
で
す
。

【
共
通
事
項
】

対
象
／
①
固
定
資
産
税
の
納
税
者（
個

人
の
場
合
は
同
居
の
家
族
を
含
む
、
法

人
の
場
合
は
代
表
者
）。
②
納
税
者
の

代
理
人
。
③
納
税
管
理
人
。

必
要
な
物
／
個
人
と
納
税
管
理
人
の
場

合
…
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な　

　

ど

）
。

納
税
者
が
法
人
の
場
合
…
代
表
者
印
ま

た
は
代
表
者
印
を
押
印
し
た
委
任
状

（
様
式
は
任
意
）と
代
表
者
も
し
く
は

代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な　

　

ど

）。
納
税
者
の
代

理
人
の
場
合
…
委
任
状（
様
式
は
任
意
）

と
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な　

　

ど

）。

縦
覧
期
間
／
4
月
1
日
㈪
〜
5
月
31
日

㈮
8
時
45
分
〜
17
時
15
分
。
※
土
、
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
。

場
所
・
詳
細

資
産
税
課
☎
381
・
1
4
0
4

福
祉
・
健
康

視
覚
障
が
い
者
生
活
訓
練
講
習
会

　

目
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に
、
日
常

生
活
に
必
要
な
訓
練（
点
字
、
機
織
り
、

歩
行
訓
練
な　

　

ど

）を
行
い
ま
す
。
視
覚
障

が
い
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
に
も
な

り
ま
す
。
無
料

日
時
／
4
月
16
日
㈫
〜
12
月
の
原
則
第

1
・
第
3
火
曜
日（
全
16
回
）10
時
〜
15

時
。
会
場
／
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
錦
町
14-

87
）。

定
員
／
10
人
程
度
。

申
込
方
法
／
4
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話

申
込
。
締
め
切
り
後
も
途
中
参
加
の
受

付
可
。

申
込
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
381
・
1
0
3
1

1304えべつお知らせ.indd   18 2013/03/19   22:12



その他講座・催し物スポーツ 消防募集講座・催し物スポーツ 消防募集・その他

障
が
い
者
手
帳
の

住
所
・
氏
名
変
更
の
手
続
き

　　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
、住
所
・
氏
名
を
変
更
し
た
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。

必
要
な
物
／
①
現
在
お
持
ち
の
障
が

い
者
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）。

②
印
鑑
。
※
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
が
、
札
幌
市
ま
た
は

道
外
か
ら
転
入
す
る
場
合
の
み
、
写
真

（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）1
枚
。

申
請
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
381
・
1
0
3
1

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）

の
申
請

　　

精
神
疾
患
の
た
め
通
院
が
必
要
な
方

の
医
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま

す
。
原
則
と
し
て
医
療
費
の
１
割
が

自
己
負
担
と
な
り
ま
す（
所
得
に
応
じ

て
上
限
額
あ
り
）。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
に
は
、事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

有
効
期
限
は
1
年
で
、
期
限
の
3
か
月

前
か
ら
更
新
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

氏
名
・
住
所
・
保
険
証
・
医
療
機
関
・

薬
局
が
変
更
に
な
る
場
合
も
、
事
前
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
書
類
／
①
自
立
支
援
医
療
申
請
書
。

②
診
断
書（
所
定
の
様
式
。
更
新
時
、
不

要
と
な
る
場
合
あ
り
）。
③
健
康
保
険
証
。

④
住
民
税
の
課
税
証
明
書（
省
略
で
き

る
場
合
あ
り
）。
⑤
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
方
で
、遺
族
年
金
・
障
害
年
金
お
よ

び
非
課
税
収
入
が
あ
る
方
は
、本
人
の
収

入
額
が
分
か
る
も
の
。
⑥
印
鑑
。

申
請
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
381
・
1
0
3
1

手
話
講
習
会

対
象
／
市
内
に
在
住
、在
学
、在
勤
の
高

校
生
以
上
の
方
。
講
習
期
間
／
5
月
9

日
㈭
〜
12
月
17
日
㈫（
開
講
式
5
月
9

日
㈭
18
時
45
分
〜
）。

会
場
／
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
錦

町
14-

87
）。

申
込
方
法
／
希
望
コ
ー
ス
名
、
希
望
時

間
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、性
別
、生
年
月
日
、過
去
の
受
講
歴

の
有
無（
有
の
場
合
は
そ
の
内
容
）を

記
入
し
、
４
月
12
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、

は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、電
話

で
申
し
込
み
。

※
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
の
み
、
選
考

会（
実
技
試
験
）を
４
月
18
日
㈭
18
時

45
分
に
実
施
。
選
考
会
に
出
席
で
き
な

い
方
は
、
受
講
不
可
。
希
望
者
が
少
数

の
と
き
は
、開
講
し
な
い
場
合
あ
り
。

申
込
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

〠067-8674
　

高
砂
町
6

☎
381
・
1
0
3
1 

381
・
1
0
7
3

fukushi@
city.ebetsu.lg.jp

こ
と
ば
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
生

の
募
集

　　

言
葉
の
障
が
い
に
よ
り
人
と
話
す
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
方
、
そ
の
た
め
に
家

に
居
る
こ
と
が
多
い
方
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
／
脳
卒
中
後
遺
症
・
神
経
難
病
な
ど

に
よ
り
、
言
葉
に
障
が
い（
失
語
症
や
構

音
障
害
な　

　

ど

）の
あ
る
方
。
教
室
実
施
日
時

／
5
月
16
日
㈭
、
8
月
2
日
㈮
、
11
月
7

日
㈭
、
平
成
26
年
3
月
25
日
㈫
、
10
時
〜

12
時
。
内
容
／
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、み

ん
な
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
会
話
に

よ
っ
て
言
語
機
能
の
維
持
を
目
指
し
ま

す（
保
健
師
・
言
語
聴
覚
士
が
担
当
）。

会
場
・
詳
細

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
385
・
5
2
5
2

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内

を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　　

新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所
管
内
で
は

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
方
に

対
し
て
、電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問
に
よ

る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除
な
ど
の
申
請

手
続
き
の
ご
案
内
を
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ

ト（
☎
0
1
2
0
・
185
・
056
）に
委
託
し

て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
は
日
本
年
金

機
構
が
発
行
す
る
納
付
書
を
お
持
ち
の

方
に
限
り
、保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、納
付
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
か
ら
保
険
料
を
お
預
か

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細

新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所

☎
892
・
9
3
1
6

コース名 日　時 料　金
（テキスト代）

入門コース
　初心者の方。

毎週火曜日
昼の部 10:00 ～ 12:00
毎週木曜日
夜の部 18:45 ～ 20:45

1,200円

基礎コース
　入門コース修了の方、または
同等レベルの方。

毎週火曜日
夜の部 18:45 ～ 20:45 1,470円

手話通訳者養成講座
　手話通訳を目指す方。
　基礎講座以上を修了の方ま
たは同等のレベルの方。

毎週木曜日
夜の部 18:45 ～ 20:45 2,700円
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
保
の
手
続
き

　　

勤
め
先
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
な
い
方
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
適
用
に
よ
り
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た

方
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。
加
入
に
は
、
窓
口
で
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
す
で
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
勤
め
先

の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
に

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
次
の
証
明
書

な
ど
を
用
意
し
て
、
加
入
や
脱
退
な
ど

の
日
か
ら
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
加
入
す
る
場
合

　

社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
な　

　

ど

。

●
や
め
る
場
合

　

社
会
保
険
資
格
取
得
証
明
書（
加
入

し
た
健
康
保
険
証
で
も
可
）と
国
民
健

康
保
険
証
。
※
内
容
や
加
入
さ
れ
る
方

に
よ
り
、
用
意
す
る
も
の
が
異
な
り
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細

国
保
年
金
課
国
保
賦
課
係

☎
381
・
1
0
2
8

自
立
促
進
交
通
費
の
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
所
持

者
、精
神
障
が
い
回
復
者
で
、自
立
を
目

的
に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
に
通
所
し

て
い
る
方
に
、
交
通
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す（
通
所
す
る
施
設
に
よ
っ

て
は
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
あ
り
）。

受
付
期
間
／
後
期
分（
平
成
24
年
10
月

〜
平
成
25
年
3
月
分
）を
４
月
10
日
㈬

ま
で
。

助
成
額
／
実
際
に
支
払
っ
た
交
通
費
の

2
分
の
1
。

申
請
書
類
／
①
心
身
障
が
い
者
自
立
促

進
交
通
費
助
成
申
請
書（
通
所
先
の
証

明
が
必
要
）。
②
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳（
な
い
方
は
不
要
）。
③
定
期
券
を

利
用
し
て
い
る
方
は
定
期
券
の
写
し
。

④
印
鑑
。
※
申
請
書
は
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
HP

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
381
・
1
0
3
1

国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
申
請
を
忘
れ
ず
に

　　

在
学
中
に
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難

し
い
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

20
歳
か
ら
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請

手
続
き
を
行
わ
ず
、
保
険
料
も
納
め
な

け
れ
ば
、
在
学
中
の
事
故
や
病
気
で
障

が
い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額

さ
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

受
付
期
間
／
4
月
〜
翌
年
4
月
。

必
要
な
物
／
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
、印
鑑
、学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
。
※
会
社
を
退
職
し
、
学

生
な
ど
に
な
っ
た
場
合
は
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
公
的
機
関
の

証
明
書
が
必
要
で
す
。

特
例
期
間
／
在
学
中
の
場
合
、
最
長
で

年
度
内
の
3
月
ま
で
。
※
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

詳
細

国
保
年
金
課
年
金
係
☎
381
・
1
0
2
8

地
域
健
康
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金

　　

こ
の
補
助
金
制
度
は
、市
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
地
域
健
康
づ
く
り

推
進
員
と
と
も
に
健
康
の
保
持
増
進
や

疾
病
の
予
防
の
た
め
に
行
う
事
業
や
講

演
会
、研
修
会
な
ど
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
、市
民
と
地
域
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

5
月
末
日
ま
で
申
請
受
付
を
行
い
、

申
請
内
容
を
審
査
し
た
う
え
で
、
今
年

度
の
補
助
事
業
を
決
定
し
ま
す
。
6
月

以
降
も
予
算
の
執
行
状
況
に
よ
っ
て
は

随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
385
・
5
2
5
2

子
育
て
・
教
育

親
子
に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

　

お
も
ち
ゃ
な
ど
で
楽
し
く
遊
び
自
由

に
過
ご
せ
る
場
で
す
。
お
子
さ
ん
は
名

札
を
つ
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
直

接
会
場
へ
。
無
料

対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
。

時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分
。

地
域
子
育
て
サ
ロ
ン

　

0
歳
児
〜
幼
稚
園
就
園
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
が
、
他
の
家
族
や
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
、
遊
べ
る
場
で

す
。
直
接
会
場
へ
。
無
料

会　場 4月 詳　細
にこにこ
豊幌

豊幌地区センター
豊幌 686-10 26日㈮ 子育て支援センター すくすく

☎ 381-1920

にこにこ
野幌

野幌公民館
野幌町 13-6 23日㈫ 子育て支援センター ゆうあい

☎ 384-0332
にこにこ
東野幌

野幌鉄南地区センター
東野幌本町 62-1 18日㈭ 子育て支援センター わかば

☎ 383-7732

にこにこ
大麻

大麻東地区センター
大麻東町 13-11 26日㈮ 子育て支援センター もりのこ

☎ 387-8819
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講座・催し物スポーツ 消防募集・その他

時
間
／
10
時
〜
12
時
。

詳
細

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

☎
381
・
1
9
2
0

巡
回
児
童
相
談

　

子
ど
も
の
し
つ
け
、言
葉
の
遅
れ
、成

長
発
達
確
認
、心
身
の
問
題
、学
校
生
活

に
お
け
る
人
間
関
係
の
不
適
応
な
ど
に

関
す
る
相
談
を
、
児
童
福
祉
司
な
ど
専

門
の
相
談
員
が
受
け
ま
す
。

日
時
／
5
月
20
日
㈪
10
時
〜
17
時
。

会
場
／
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
錦

町
14-

87
）。

申
込
方
法
／
4
月
15
日
㈪
ま
で
に
電
話

申
込
。

申
込
先
・
詳
細

子
ど
も
家
庭
課
内
家
庭
児
童
相
談
室

☎
381
・
1
2
3
6

「
中
学
生
の
ふ
れ
あ
い
授
業
」

の
赤
ち
ゃ
ん
モ
デ
ル
募
集
！

　　

赤
ち
ゃ
ん
と
生
徒
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

で
、命
の
大
切
さ
、赤
ち
ゃ
ん
の
姿
を
感

じ
考
え
る「
中
学
生
の
ふ
れ
あ
い
授
業
」

に
モ
デ
ル
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
る

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
生
後
3
か
月
〜
10
か
月
の
乳
児

と
お
母
さ
ん
。
日
程
／
6
月
と
11
月
の

2
回
。
時
間
／
3
時
限
目（
お
お
む
ね

10
時
40
分
〜
11
時
20
分
）。
会
場
／
野

幌
公
会
堂
。
内
容
／
3
学
年
の
授
業

に
参
加
し
、
中
学
生
と
交
流
し
た
り
質

問
に
答
え
た
り
し
ま
す（
赤
ち
ゃ
ん
は
、

ぐ
ず
っ
て
も
眠
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
）。

定
員
／
36
組
の
親
子（
兄
弟
、
姉
妹
が

い
て
も
可
）。

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話
申
込
。

申
込
先
・
詳
細

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

☎
381
・
1
9
2
0

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

日
時
／
①
5
月
30
日
㈭
。
②
6
月
6

日
㈭
。
③
6
月
11
日
㈫
の
3
日
間
1

コ
ー
ス
。
時
間
／
①
②
9
時
50
分
〜

12
時
。
③
9
時
50
分
〜
12
時
15
分
。

申
込
方
法
／
4
月
22
日
㈪
〜
5
月
20

日
㈪
に
電
話
か
直
接
申
込
。
無
料

申
込
先
・
詳
細

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
385
・
5
2
5
2

多
胎
児
と
保
護
者
の
方
の
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

「
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば
」
の
日

　　

双
子
・
三
つ
子
な
ど
多
胎
児
の
親
子

が
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
だ
り
、
お
子
さ

ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
保
護
者
同
士
の
情

報
交
換
も
で
き
る
ひ
ろ
ば
を
開
き
ま
す
。

食
事
や
離
乳
食
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
持
参
く
だ
さ

い
。
直
接
会
場
へ
。
無
料

対
象
／
0
歳
〜
就
学

前
の
双

子
・
三
つ

子
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
、

多
胎
妊
婦
の
方
。

日
時
／
4
月
4
日
㈭

9
時
30
分
〜
12
時
。

会
場
・
詳
細

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

☎
381
・
1
9
2
0

平
成
25
年
度
江
別
市

奨
学
資
金
貸
与
者
の
募
集

　
応
募
要
件
／
市
内
に
居
住
し
、
次
の
全

て
の
項
目
に
該
当
す
る
方
。
①
高
等

学
校
に
在
籍
し
、
前
年
度
の
成
績
評
定

が
5
段
階
評
価
で
原
則
3.0
以
上
の
方
。

※
１
年
生
は
中
学
校
の
全
成
績
、
2
年

生
以
上
は
前
年
度
の
成
績
の
平
均
値
。

②
学
費
の
支
出
が
困
難
な
方
。

募
集
人
員
／
若
干
名
。

貸
与
額
／
公
立
高
等
学
校
…
月
額

8
千
円
。
私
立
高
等
学
校
…
月
額

1
万
8
千
円
。

貸
与
期
間
／
1
年
間（
そ
の
後
も
希

望
す
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
申
請
が
必

要
）。

返
還
方
法
／
貸
与
期
間
終
了
後
、
10
年

以
内
で
返
還（
無
利
子
）。

応
募
期
間
／
4
月
1
日
㈪
〜
30
日
㈫

ま
で
。
な
お
、
応
募
期
間
終
了
後
も
必

要
と
す
る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
381
・
1
0
5
8

サロン名 会　場 4月 5月
サロンみはらし 見晴台自治会館 見晴台 54-5 9日㈫ 7日㈫
サロンさなえ 早苗集会所 上江別東町 15-3 10日㈬ 15日㈬
サロンおおあさ 大麻西地区センター 大麻沢町 26-2 16日㈫ 14日㈫
サロンあさひ 区画整理記念会館 朝日町 11-12 5日㈮ 10日㈮
民生委員児童委員が運営するサロン 4月 5月

サロンいずみ野 いずみ野自治会館 いずみ野 1-2☎ 384-2378  三橋（ミツハシ） 1日㈪ 6日（月・振）

あそびのひろば 東野幌青少年会館 野幌東町 62-3☎ 384-4474  斉藤
5日㈮
19日㈮

3日（金・祝）
17日㈮

規格　封筒裏面。各封筒につき最大 2枠。

角形A4号
角形 2号 長形 3号 長形 40号

枠の大きさ
（1枠あたり）

縦 10cm ×
横 20cm

縦 7cm×
横 8cm

縦 7cm×
横 8.5cm

広告料
（1枠あたり） 140,000円 120,000円 45,000円

印刷予定枚数 70,000枚 120,000枚 35,000枚

掲載期間 おおむね１年間

刷色 単色（紺色）

申込方法　公用封筒広告掲載申込書、広告
の原稿、納税証明書（申込者が市外の場合）
を提出。
　内容によっては掲載できない場合あり。
応募多数の場合は抽選などにより決定し
ます。詳しくは募集要領をご覧ください。
総 務 課 ま た は 市 HP（http://www.city.
ebetsu.hokkaido.jp/）で閲覧できます。
申込締切　5/7㈫（必着）。

申込先・詳細　総務課総務係
〠 067-8674高砂町 6 ☎ 381-1005

市の公用封筒への広告募集
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税・証明福祉・医療子育て・教育環境土地・住宅 税・証明福祉・健康子育て・教育環境土地・住宅

環　

境

植
樹
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

緑
豊
か
な
街
を
つ
く
る
た
め
に「
第

38
回
市
民
植
樹
」を
実
施
し
ま
す
。
家

族
や
友
だ
ち
と
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
市
民
、団
体
な　

　

ど

。
無
料

日
時
／
5
月
19
日
㈰
10
時
〜
12
時
。

会
場
／
世
田
豊
平
川
河
川
敷
。

定
員
／
20
組
。
先
着

樹
種
／
サ
ク
ラ
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど

を
予
定
。

申
込
方
法
／
4
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話

申
込
。

申
込
先
・
詳
細

環
境
課
自
然
環
境
担
当

☎
381
・
1
0
4
6

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

江
別
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
で
は
、緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て「
緑
の
募
金
」を
実
施

し
ま
す
。募
金
の
方
法
は
、

各
団
体
に
よ
る
街
頭
募
金
や
職
域
募
金
、

さ
ら
に
公
共
施
設
な
ど
へ
の
募
金
箱
の

設
置
や
市
内
事
業
所
へ
の
募
金
依
頼
な

ど
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
推
進
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

期
間
／
4
月
15
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈮
。

詳
細

環
境
課
自
然
環
境
担
当

☎
381
・
1
0
4
6

緑
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク

　

引
っ
越
し
や
改
築
な
ど
で
不
要
と

な
っ
た
庭
木
、
草
花
を
希
望
す
る
方
に

譲
る
た
め
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法
／
①
提
供
希
望
者
…
樹
木
な

ど
の
名
前
、大
き
さ
、数
量
、提
供
希
望

時
期
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
現
地

へ
出
向
き
確
認
後
に
登
録
し
ま
す
。
な

お
、
移
植
に
適
し
た
時
期
な
ど
も
あ
り

ま
す
の
で
、
斡あ

っ

旋せ
ん

時
期
に
十
分
余
裕
を

持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。
②
受
取
希
望
者

…
市
HP
や
環
境
課
に
問
い
合
わ
せ
て
提

供
樹
木
の
リ
ス
ト
や
写
真
を
確
認
し
、

市
を
通
し
て
提
供
者
と
連
絡
を
取
り
現

地
で
登
録
樹
木
を
見
て
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。
先
着 

対
象
樹
木
／
①
掘
り
取
り
が
容
易
な
も

の
。
②
運
搬
が
容
易
な
も
の（
お
お
む

ね
高
さ
2
ｍ
以
下
）。
※
樹
木
以
外
の

も
の（
岩
や
ガ
ー
デ
ン
装
飾
品
な　

　

ど

）は

対
象
外
。

費
用
負
担
／
移
植
の
費
用
・
労
力
な
ど

は
全
て
受
取
者
負
担
で
す
。

そ
の
他
／
樹
木
な
ど
の
掘
り
取
り
の
穴

は
な
ら
し
て
そ
の
周
囲
を
整
地
し
て
く

だ
さ
い
。
斡
旋
の
登
録
は
1
年
限
り
で

す（
再
登
録
可
）。

●
緑
化
相
談

　
「
緑
化
専
門
員
」が
庭
木
や
花
壇
・
草

花
な
ど
の
育
て
方
や
植
付
け
の
方
法
、肥

料
の
施
し
方
、病
虫
害
の
相
談
な
ど
に
応

じ
ま
す
。
電
話
相
談
や
、相
談
者
の
お
宅

を
訪
問
し
直
接
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

環
境
課
自
然
環
境
担
当

☎
381
・
1
0
4
6

土
地
・
住
宅

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用

　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
る
区
域
で
あ
る
た
め
、
建
物
の
建

築
や
土
地
の
使
い
方
な
ど
に
厳
し
い
制

限
が
あ
り
ま
す
。
建
物
を
含
む
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

詳
細

区
画
整
理
指
導
課
開
発
指
導
担
当

☎
381
・
1
0
4
3

低
炭
素
建
築
物
の

認
定
申
請
の
受
付

　　

平
成
24
年
12
月
4
日
に
施
行
さ
れ
た

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
低
炭
素
建
築
物
の
認
定

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

低
炭
素
建
築
物
と
は
、
従
来
よ
り
も

二
酸
化
炭
素
排
出
が
少
な
い
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
の
高
い
建
築
物
を
い
い
、
法

律
に
よ
っ
て
認
定
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
の
認
定
を
受
け
た
住
宅
は
、

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
に
つ
い
て
、
一

般
の
住
宅
よ
り
も
優
遇
措
置
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

申
請
に
関
す
る
手
続
き
方
法
や
、
認

定
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
別
に
定
め
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
る
た
め
の
条
件
／「
市
街

化
区
域
内
の
建
築
物
で
あ
る
こ
と
」「
建

築
物
の
新
築
、増
改
築
、修
繕
・
模
様
替

え
、
設
備
設
置
・
改
修
の
計
画
が
低
炭

素
に
関
す
る
認
定
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
」。

詳
細

建
築
指
導
課
☎
381
・
1
0
4
2

車
庫
や
物
置
な
ど
の
建
築
確
認

　

車
庫
や
カ
ー

ポ
ー
ト
、
物
置

な
ど
を
建
築

す
る
場
合
、
住

宅
の
建
築
後

で
あ
っ
て
も
、

床
面
積
が
10

㎡
を
超
え
る

も
の
は
建
築
確
認
申
請
が
必
要
で
す

（
準
防
火
地
域
内
で
は
10
㎡
以
下
で
も

必
要
で
す
）。

　

建
築
確
認
を
受
け
ず
に
建
て
て
、
法

に
適
合
し
な
い
場
合
、
違
反
建
築
物
と

し
て
処
分
を
受
け
た
り
、
相
隣
関
係
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
建
築
確
認
を
要
し
な
い
場

合
も
、
建
築
基
準
法
に
適
合
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

詳
細

建
築
指
導
課
☎
381
・
1
0
4
2

が市街化調整区域です

市役所市役所

（当別町）

（南幌町）

JR

（
札
幌
市
）

（
札
幌
市
）

（
岩
見
沢
市
）

（
岩
見
沢
市
）
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その他講座・催し物スポーツ 消防募集講座・催し物スポーツ 消防募集・その他

江
別
市
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
を
策
定

　　

市
が
管
理
す
る
橋
梁
を
予
防
的
に
保

全
す
る
た
め
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
内
容
は
市

HP
と
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細

都
市
建
設
課
☎
381
・
1
0
3
9

消　

防

平
成
25
年
度　

患
者
等
搬
送
乗
務
員

資
格
講
習

　　

救
急
車
を
利
用
す
る
ほ
ど
の「
緊
急

で
は
な
い
」「
入
院
や
通
院
、
転
院
の
た

め
」な
ど
の
場
合
に
広
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
民
間
の
救
急
車（
患
者
等

搬
送
事
業
者
）の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、講
習
を
9
月
に
開
催
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
患
者

等
搬
送
事
業
の
認
定
を
希
望
す
る
事
業

者
も
し
く
は
そ
の
従
業
員
の
方
。

内
容
／
3
日
間（
1
日
8
時
間
）の
講
習
。

申
込
方
法
／
事
前
に
所
定
の
テ
キ
ス
ト

の
購
入
が
必
要
な
た
め
、
5
月
31
日
㈮

ま
で
に
申
し
込
み
。

申
込
先
・
詳
細

消
防
本
部
警
防
課
救
急
高
度
化
担
当

☎
382
・
5
4
3
1

救
命
講
習
受
講
者
の
募
集

対
象
／
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
10

歳
以
上
の
方
。
無
料 

日
時
／
5
月
19
日
㈰
13
時
〜
17
時
。

会
場
／
消
防
本
部
多
目
的
ホ
ー
ル（
野

幌
代
々
木
町
80-

8
）。

内
容
／
講
義（
応
急
手
当
の
重
要
性
と

必
要
性
）、成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、異
物
除
去
法
、止

血
法
、筆
記
試
験
、実
技
試
験
。
※
発
熱

や
風
邪
症
状
な
ど
あ
る
方
は
、
実
技
講

習
に
参
加
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
。

定
員
／
30
人
。

申
込
方
法
／
4
月
8
日
㈪
か
ら
電
話
申

込（
9
時
〜
17
時
）。
先
着 

申
込
先
・
詳
細

消
防
署
救
急
課
救
急
係

☎
382
・
5
4
6
5

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

●
全
国
統
一
防
火
標
語

消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

●
運
動
期
間
4
月
20
日
㈯
〜
30
日
㈫

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

死
傷
事
故
や
財
産
損
失
の
防
止
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

【
3
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

詳
細

消
防
署
予
防
課
予
防
係

☎
382
・
5
4
3
0

各
種
試
験
の
お
知
ら
せ

①
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

　

甲
種（
第
1
類
〜
5
類
）と
乙
種（
第

1
類
〜
7
類
）。

②
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

甲
種
・
乙
種（
第
１
類
〜
６
類
）・
丙
種
。

【
共
通
事
項
】

試
験
日
／
6
月
2
日
㈰
。

試
験
地
／
札
幌
市
ほ　

　

か

。

申
込
方
法
／
書
面
に
よ
る
申
請
は
4

月
18
日
㈭
〜
25
日
㈭
。
願
書
は
消
防

署
、
消
防
署
各
出
張
所
で
配
布
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
は
4
月
15
日
㈪
〜
22

日
㈪
に
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp/

）。

詳
細

消
防
署
予
防
課

①
消
防
設
備
担
当
、②
危
険
物
係

☎
382
・
5
4
3
0

募
集
・
そ
の
他

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
放
れ
て
い
る
犬
の
捕
獲
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
常
に
首
輪
・
鎖
な

ど
の
点
検
を
し
て
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う

に
し
、
捕
獲
し
た
際
、
飼
い
主
が
分
か

る
よ
う
に
首
輪
に
は
鑑
札
や
名
札
を
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
の
低
下
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
ふ
ん
尿
の
未

処
理
・
鳴
き
声
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
必
ず
マ
ナ
ー
を
守
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
苦
情
例

○
玄
関
先
や
道
路
に
ふ
ん
尿
を
さ
せ
、

平
気
で
通
り
過
ぎ
て
い
く
光
景
を
よ
く

見
か
け
る
。
○
公
園
や
公
道
で
リ
ー
ド

を
つ
け
な
い
で
放
し
飼
い
に
し
て
い
る

犬
に
、危
う
く
か
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

○
自
宅
前
に
ふ
ん
を
さ
れ
る
。
飼
い
主

に
は
、き
ち
ん
と
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。

詳
細

市
民
生
活
課
生
活
衛
生
係

☎
381
・
1
0
1
8
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税・証明福祉・健康子育て・教育環境土地・住宅

自
衛
官
の
募
集

　

江
別
地
域
事
務
所（
野
幌
町
40-

15
G

＆
T
ビ
ル
2
階
）で
は
、
個
別
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す（
毎
週
水
曜
日
16
時
〜

17
時
、18
時
〜
19
時
）。

●
一
般
幹
部
候
補
生

試
験
日
／
1
次
試
験
5
月
11
日
㈯
、
2
次

試
験
6
月
11
日
㈫
〜
14
日
㈮
の
う
ち
指
定

す
る
日
。
受
付
締
切
／
4
月
26
日
㈮
ま
で
。

●
自
衛
官
候
補
生

　

年
間
を
通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
先
・
詳
細

江
別
地
域
事
務
所
☎
383
・
8
9
5
5

市
民
課
市
民
係
☎
381
・
1
0
2
0

副
葬
品
の
自
粛
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

火
葬
す
る
と
き
に
柩
の
中
に
入
れ
る

副
葬
品
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
や
火

葬
炉
の
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
柩

の
中
に
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
化
学
繊
維

製
品（
お
も
ち
ゃ
・
洋
服
・
人
形
な　

　

ど

）・
ガ

ラ
ス
・
金
属
製
品（
ビ
ン
・
眼
鏡
・
時
計

な　
　

ど

）・
危
険
物（
ラ
イ
タ
ー
な　

　

ど

）・
燃
え
に

く
い
も
の（
果
物
・
書
籍
な　

　

ど

）を
入
れ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細

市
民
生
活
課
生
活
衛
生
係

☎
381
・
1
0
1
8

自
治
会
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

　

自
治
会
に
加
入
す
る
と
、
会
員
同
士

の
交
流
が
増
え
、回
覧
板
に
よ
っ
て
、地

域
周
辺
の
最
新
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
苦
情
・

要
望
を
地
域
全
体
の
声
と
し
て
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

　

不
審
者
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

を
狙
っ
た
犯
罪
や
空
き
巣
な
ど
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
安
全
で
安
心
な

地
域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
に
つ
い
て
は
、
近
所
の
区
・
班
長

に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
区
・
班
長

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
自
治
会
連
絡

協
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細

自
治
会
連
絡
協
議
会
事
務
局（
市
民
生
活

課
市
民
活
動
係
内
）☎
381
・
1
0
1
8

蒼そ
う

樹じ
ゅ

大だ
い

学が
く

入
学
願
書
の

締
め
切
り
迫
る

　
入
学
資
格
／
市
内
在
住
で
満
65
歳
以

上（
4
月
1
日
現
在
）の
学
習
意
欲
の

あ
る
方
。
※
蒼
樹
大
学
卒
業
生
の
再
入

学
は
不
可
。
日
程
／
第
１
木
曜
日
10
時

〜
14
時
30
分
。
基
本
的
に
月
１
回
で
多

少
の
変
更
あ
り
。
会
場
／
野
幌
公
民

館
。
定
員
／
100
人
。
抽
選 
料
金
／
年

間
3
千
200
円（
予
定
）。
※
専
攻
講
座

に
よ
り
別
途
負
担
の
場
合
あ
り
。

応
募
方
法
／
教
育
庁
舎
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所

大
麻
出
張
所
、
各
公
民
館
、
情
報
図
書

館
、
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

所
定
の
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
4
月
10
日
㈬
ま
で
に
郵
送（
必
着
）

ま
た
は
持
参
。

申
込
先
・
詳
細

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
〠067-0074

高
砂
町
24-

6　
☎
381
・
1
0
6
2

冬
期
の
認
定
料
金
を
精
算
し
ま
す

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
使

用
実
績
を
も
と
に
し
た
見
込
み
の
水
量

（
認
定
水
量
）で
3
か
月
間
料
金
を
毎

月
い
た
だ
き
、
4
か
月
ご
と
の
検
針
で

料
金
を
精
算
し
て
い
ま
す
。
冬
期
の
積

雪
に
よ
り
、
屋
外
の
地
下
式
水
道
メ
ー

タ
の
検
針
が
で
き
な
い
ご
家
庭
や
事
業

所
は
、
認
定
水
量
で
料
金
を
い
た
だ
く

期
間
が
通
常
よ
り
さ
ら
に
4
か
月
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
使
用
状

況
の
変
動
に
よ
り
、
認
定
水
量
と
実
際

の
使
用
水
量
と
の
間
に
差
が
生
じ
、
精

算
月（
検
針
す
る
月
）の
料
金
が
前
月

映画会（情報図書館事業）

おはなし会（情報図書館事業）

会場／情報図書館2階ビデオ視聴室

子ども映画会（10:30～）
4/7㈰ 素敵で小さなお話　第 1集　1

4/13㈯
ＮＨＫこどもにんぎょう劇場 4　世界編
三びきのやぎのがらがらどん　ハーメル
ンのふえふき男　ブレーメンの音楽隊

4/14㈰ 世界絵本箱 1
レオ・レオニ 5つのお話

4/20㈯ フラグルロック 3
お月さまをとりかえせ

4/21㈰ ブレーメンの音楽隊
4/28㈰ スプーンおばさん 13
5/5（日・祝） 素敵で小さなお話　第 1集　2

日曜映画会（13:30～）
4/7㈰ 長屋紳士録
4/14㈰ 歴史の道 4　関東・北信越

4/21㈰ ナショナルジオグラフィック
徹底解明　ツタンカーメン死の真相

4/28㈰
名作ってこんなに面白い３
耳なし芳一　雪女　怪談牡丹燈籠
高野聖　たけくらべ

5/5（日・祝） エノケンのとび助冒険旅行

名作映画会（13:30～）
4/20㈯ リオ・ブラボー

本館

おはなし
コーナー

4/9㈫・16㈫・23㈫・30㈫、
10：30～11：30
4/11㈭・18㈭・25㈭、5/2㈭
10：30～11：30
4/20㈯ 10：30～11：30

2階ビデオ
視聴室

4/27㈯ 14：00～15：00
※おはなし会スペシャル

江別分館 中央公民館
２階

4/11㈭・25㈭、5/2㈭
10：30～11：30
4/19㈮10：30～11：30
4/6㈯・13㈯・20㈯・27㈯、
5/4（土・祝）14：00～15：00

大麻分館 大麻公民館
１階

4/11㈭・18㈭・25㈭、5/2㈭
10：30～11：30

※おおむね未就学児～小学校低学年までの内容です。

ボランティアのおはなしサークル

オリオンの帯 4/20㈯ 14：00～15：00 本館
おはなし
コーナーおはなし

ポケット 4/27㈯ 10：30～11：30

おはなし
なあに 5/3（金・祝） 10：30～11：30 大麻公民館２階
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消防講座・催し物スポーツ 消防募集・その他

の
料
金
に
比
べ
、
一
時
的
に
多
く
な
っ

た
り
、
反
対
に
料
金
を
お
返
し
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
水
量
は
概
算
で
す
の
で
、
使
用

人
数
の
変
化
や
、
長
期
不
在
な
ど
で
使

用
水
量
の
変
動
が
見
込
ま
れ
る
と
き
に

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
料
金
担
当

☎
385
・
4
9
8
7

水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替
え

　

水
道
メ
ー
タ
は
、
計
量
法
に
よ
り
有
効

期
間
が
8
年
間
で
す
。
水
道
部
で
は
期

間
満
了
ま
で
に
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
家

や
会
社
へ
は
、
事
前
に
委
託
し
た
業
者
が

伺
い
、
取
り
替
え
方
法
の
説
明
や
日
程
の

打
ち
合
わ
せ
後
に
、
取
り
替
え
作
業
を
行

い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
タ

ボ
ッ
ク
ス
の
破
損
や
そ
の
他
修
繕
が
必

要
な
場
合
に
は
、
皆
さ
ん
に
費
用
負
担
を

お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

期
間
／
4
月
〜
平
成
26
年
3
月
。

そ
の
他
／
業
者
は
写
真
付
き
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
着
用
し
、
水
道
部
発
行
の
証

明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

詳
細

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
給
排
水
・
検
査

担
当
☎
385
・
4
9
8
9

講
座
・
催
し
物

情
報
図
書
館

エ
ポ
ッ
ク
講
習
会

　

エ
ポ
ッ
ク（
江
別
パ
ソ
コ
ン
利
用
研
究

会
）の
会
員
を
講
師
に
迎
え
て
行
い
ま
す
。

●
エ
ク
セ
ル
で
な
に
が
出
来
る
の
？

〜
エ
ク
セ
ル
で
出
来
る
初
歩
的
な
事
を

や
さ
し
く
解
説
〜

対
象
／
日
本
語
入
力
の
で
き
る
方
。

日
時
／
5
月
12
日
㈰
13
時
〜
16
時
。

定
員
／
10
人
。
抽
選 

※
4
月
19
日
㈮

11
時
か
ら
公
開
抽
選
を
実
施（
結
果
は
当

選
者
へ
の
み
郵
送
）。

申
込
方
法
／
4
月
11
日
㈭
10
時
〜
17
時

に
電
話
か
直
接
申
込
。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

情
報
図
書
館
☎
384
・
0
2
0
2

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

W
indow

s7

を
使
用
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
抽
選

対
象
／
6
日
間
の
全
て
に
参
加
で
き
る

満
20
歳
以
上（
受
講
日
現
在
）の
方
。

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
書

作
成
、表
計
算
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
入

門
、電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
な　

　

ど

。

そ
の
他
／
1

コ
ー
ス
が
定

員
の
半
数
に

満
た
な
い
場

合
は
中
止
。

初
め
て
の
方

優
先
。
4
月

19
日
㈮
11
時

か
ら
公
開
抽

選
を
実
施（
結
果
は
当
選
者
へ
の
み
郵

送
）。

申
込
方
法
／
4
月
12
日
㈮
〜
16
日
㈫
10

時
〜
17
時
ま
で
に
電
話
か
直
接
申
込
。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

情
報
図
書
館
☎
384
・
0
2
0
2

公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン

合
唱
団
え
ぽ
あ
団
員
の
募
集

　
「
合
唱
団
え
ぽ
あ
」で
は
、
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
毎
年
3
月
の
定
期
演

奏
会
の
ほ
か
、
市
内
外
の
各
種
行
事
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
音
楽
の
好
き
な

仲
間
と
楽
し
く
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
小
学
5
年
生
〜
高
校
3
年
生
の

女
子
。

練
習
日
時
／
原
則
と
し
て
、
第
2
・
第

3
・
第
4
土
曜
日
10
時
〜
12
時（
変
更

と
な
る
場
合
あ
り
）。

練
習
場
所
／
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
リ
ハ
ー
サ

ル
室
、大
麻
公
民
館
研
修
室
ほ　

　

か

。

申
込
先
・
詳
細

え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
☎
387
・
3
1
2
0

着
物
着
付
け
講
習
会

日
時
／
4
月
26
日
〜
7
月
5
日
の
毎
週

金
曜
日
10
時
〜
12
時（
5
月
3
日
を
除

く
）。

内
容
／
着
物
の
着
付
け
と
帯
の
結
び
方
。

講
師
／
高
橋
静
子
さ
ん
。

定
員
／
30
人
。
先
着 

料
金
／
2
千
円
。

持
ち
物
／
お
手
持
ち
の
着
物
一
式（
下
着
、

小
物
、足
袋
、帯
）、タ
オ
ル
数
枚
。

申
込
方
法
／
４
月
12
日
㈮
か
ら
料
金
を

添
え
て
直
接
申
込（
9
時
30
分
〜
17
時
）。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

中
央
公
民
館
☎
382
・
2
3
7
6

検針月 地　　区
4·8·12月 大麻全域、文京台

5·9·1月

条丁目、緑町、萩ヶ岡、王子、一番町、弥生町、工栄町、東光町、
上江別、上江別東町、上江別西町、上江別南町、ゆめみ野南町、
ゆめみ野東町、江別太、萌えぎ野西、萌えぎ野中央、萌えぎ野
東、豊幌、豊幌花園町、豊幌美咲町、豊幌はみんぐ町、角山、元
野幌、東野幌、西野幌、高砂町

6·10·2月
野幌松並町、野幌末広町、野幌住吉町、野幌代々木町、元江別、
若草町、元町、牧場町、元江別本町、見晴台、対雁、元野幌の一部、
中央町、野幌寿町、野幌屯田町、野幌美幸町、新栄台、文京台東
町、文京台南町、文京台緑町、向ケ丘、幸町、錦町、いずみ野

7·11·3月
野幌町、美原、篠津、中島、八幡、野幌東町、東野幌町、東野幌本
町、朝日町、あけぼの町、野幌松並町の一部、野幌末広町の一部、
野幌代々木町の一部、東野幌の一部、錦町の一部、緑ケ丘、西野
幌の一部、あさひが丘、野幌若葉町

コース 5月の日程 時　間 定員 料　金

1 7㈫・8㈬・9㈭・
14㈫・15㈬・16㈭

10：15～12：15

各10人 2,000円※

2 13：30～15：30

3 21㈫・22㈬・23㈭・
28㈫・29㈬・30㈭

10：15～12：15

4 13：30～15：30

5 8㈬・9㈭・15㈬・
16㈭・22㈬・23㈭ 19：00～21：00

※料金は教材費を含む。講習初日に支払い。
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税・証明福祉・健康子育て・教育環境土地・住宅

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公

民
館
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
紹
介
、

体
験
講
習
会
や
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

同
時
開
催
で
お
茶
会
、
古
本
リ
サ
イ
ク

ル
、小
さ
な
縁
日
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
手
品
の
実
演

な
ど
の
楽
し
い
催
し
も
あ
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
19
日
㈮
・
20
日
㈯
10
時
〜
15
時
。

会
場
・
詳
細

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民

館
☎
382
・
2
3
7
6

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー
ト

　
●
記
念
の
絵
皿
を
つ
く
ろ
う
！

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
記
念
日
を
絵
皿

に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
素
焼
き（
直

径
約
20
㎝
）の
お
皿
に
絵
付
け
を
し
ま

す
。
お
渡
し
ま
で
1
か
月
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。

対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）。
日
時
／
4
月

14
日
㈰
10
時
〜
12
時
。
定
員
／
30
人
。

先
着 

料
金
／
千
円（
材
料
費
含
む
）。

申
込
方
法
／
電
話
申
込（
9
時
〜
17
時
）。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
陶
芸
体
験

　

初
心
者
を
対
象
に
粘
土
500
g
を
使

い
、
手
び
ね
り
ま
た
は
板
づ
く
り
で
制

作
。
作
品
は
当
セ
ン
タ
ー
で
乾
燥
・
釉

掛
け
・
焼
成
し
、後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
3
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）。
日
時
／
5
月
3

日（
金
・
祝
）10
時
〜
12
時
。

定
員
／
30
人
。
先
着 

料
金
／
700
円
。

（
材
料
費
含
む
）。
申
込
方
法
／
4
月
19

日
㈮
か
ら
電
話
申
込（
9
時
〜
17
時
）。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

創
作
食
器
展2

0
1
3

気
軽
に
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
！

　
●
宅
飲
み
・
お
茶
会
し
ま
せ
ん
か
？

　

酒
会
や
茶
話
会
の
時
に
使
い
た
く

な
る
食
器
な
ど
、
道
内
で
活
躍
す
る
工

芸
家
た
ち
が
創
作
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
展
示
作
品
は
全
て
販
売
し
て

お
り
、作
品
購
入
予
約
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
4
月
20
日
㈯
〜
5
月
12
日
㈰

9
時
30
分
〜
17
時（
最
終
入
場
16
時
30

分
）。
料
金
／
大
人
300
円（
240
円
）、小
・

中
学
生
150
円（
120
円
）。

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

身
障
者
手
帳
受
給
者
は
無
料
。

会
場
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

日
曜
陶
芸
体
験
・
絵
付
け
体
験

　

2
時
間
で
終
了
す
る
体
験
コ
ー
ス
。

次
の
2
種
類
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①
陶
芸
体
験
…
初
心
者
を
対
象
に
粘

土
500
g
を
使
い
、手
び
ね
り
ま
た
は
板

づ
く
り
で
制
作
。
作
品
は
当
セ
ン
タ
ー

で
乾
燥
・
釉
掛
け
・
焼
成
し
、後
日
お
渡

し
し
ま
す
。
②
絵
付
け
体
験
…
素
焼
き

の
作
品
に
絵
付
け
を
し
ま
す
。

対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
3
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）。

日
時
／
4
月
21
日
㈰
10
時
〜
12
時
。

定
員
／
①
②
の
合
計
で
30
人
。
先
着 

料
金
／
①
700
円
。
②
800
円
。

申
込
方
法
／
4
月
7
日
㈰
か
ら
電
話

申
込（
9
時
〜
17
時
）。

市民スポーツの日（個人利用のみの日）
①4/14㈰、5/6（月・振）
②4/29（月・祝）、5/6（月・振）
③4/14㈰ 
④4/29（月・祝）、5/4㈯  

5月分クラブ利用受付
①4/16㈫ 18：30～
②4/17㈬ 9：00～
③4/19㈮ 18：00～
④4/18㈭ 18：30～

5月分屋外体育施設使用受付
②大麻中央・西・東公園の野球場
　4/22㈪18：00～
③飛烏山・あすか・石狩川河川敷の施設
　4/17㈬18：30～

レクリエーション広場
①4/10・17・24、5/1 全て水曜日13：00
　～15：30
※ミニバレー、ミニテニスとバウンドテニス
　の一般開放。体育館使用料は必要。

体育館の閉館日
施設安全点検のため下記日程で閉館します。
4/15㈪　①③17：00～　②12：00～
④12：30～

プールの利用時間
③10：00～20：00
※4/15㈪は、施設安全点検日のため10：00
　～16：30。

そのほか屋外施設
あけぼのパークゴルフ場　☎382-8900
森林キャンプ場　☎389-6493
利用期間　5/1㈬～10/31㈭

体育施設の利用案内
①市民体育館 ☎ 384-5001
②大麻体育館 ☎ 382-1439
③青年センター ☎ 383-1221
④東野幌体育館 ☎ 382-5000
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消防講座・催し物スポーツ 消防募集・その他

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

郷
土
資
料
館

子
ど
も
学
芸
員

カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
の
募
集

　　

博
物
館
の
専
門
職
員「
学
芸
員
」の

仕
事
を
体
験
し
た
り
、
土
器
作
り
や
史

跡
巡
り
を
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
江

別
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。
無
料

対
象
／
小
学
3
年
生
〜
6
年
生
。

日
程
／
5
月
18
日
〜
11
月
9
日
の
土

曜
日（
全
10
回
）。
※
5
月
25
日
の
み

材
料
費
500
円
が
必
要
。

時
間
／
9
時
〜
12
時（
講
座
内
容
に
よ

り
変
更
あ
り
）。

定
員
／
25
人
。
先
着 

※
定
員
を
超
え

た
場
合
は
初
め
て
の
方
を
優
先
。

申
込
方
法
／
4
月
13
日
㈯
〜
29
日（
月
・

祝
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
申
込
。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

郷
土
資
料
館
☎
385
・
6
4
6
6

屯
田
資
料
館
の
夏
季
開
館

　

屯
田
資
料
館（
野
幌
屯
田
兵
第
二
中

隊
本
部
）は
４
月
29
日（
月
・
祝
）〜
11
月

3
日（
日
・
祝
）の
毎
週
土
・
日
・
祝
日
を

夏
季
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
／
9
時
30
分
〜
17
時（
入
館

は
16
時
30
分
ま
で
）。

料
金
／
大
人
100
円
、小
・
中
学
生
50
円
。

詳
細

郷
土
資
料
館
☎
385
・
6
4
6
6

 

野
幌
屯
田
兵
屋
の
夏
季
開
館

　

湯
川
公
園
内
の
野
幌
屯
田
兵
屋
は

5
月
〜
9
月
の
毎
月
第
４
土
曜
日
に

夏
季
開
館
し
ま
す
。
無
料

日
時
／
5
月
25
日
、6
月
22
日
、7
月
27

日
、8
月
24
日
、9
月
28
日
。
全
て
土
曜

日
9
時
30
分
〜
16
時
。

詳
細

郷
土
資
料
館
☎
385
・
6
4
6
6

そ
の
他

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

　　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
造
花

で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作

り
ま
す
。
２
つ
制
作
し
、
１
つ
は
市
内

公
園
の
ト
イ
レ
に
飾
る
た
め
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
生
け
花
の
講

師
に
よ
る
生
け
花
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
初
心
者
の
た
め
の
ミ
ニ
講

習
も
あ
り
ま
す
。
無
料

日
時
／
4
月
20
日
㈯
9
時
30
分
〜
11

時
30
分
。
会
場
／
市
民
会
館
21
号
会
議

室
。
定
員
／
60
人
。
申
込
方
法
／
4
月

17
日
㈬
ま
で
に
氏
名
、年
齢
、住
所
、電

話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
み
。
ま
た
は
、
電
話
か
HP

の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
。

申
込
先
・
詳
細

江
別
市
都
市
公
園
指
定
管
理
者 

草
野

作
工
㈱ 

田
畑

〠067-0063 

上
江
別
西
町
16

☎
398
・
3
0
1
0 

382
・
2
2
3
2

http://w
w
w
.ebetsukouen.jp/

江
別
市
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

　　

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
発
明
作
品

や
も
の
づ
く
り
な
ど
、
友
だ
ち
と
一
緒

に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
新
小
学
3
年
生
〜
新
中
学
３

年
生
。
開
講
式
／
4
月
20
日
㈯
13
時
30

〜
。
江
別
小
学
校
内
。
活
動
日
／
4
月

〜
平
成
26
年
1
月
、
月
2
回
、
土
曜
日

13
時
30
分
〜
。
8
月
・
1
月
作
品
発
表
、

作
品
展
。
活
動
内
容
／
工
作
道
具
の
使

い
方
、材
料
選
び
、作
品
づ
く
り
、見
学

学
習
。
定
員
／
30
人
。
料
金
／
年
4
千

円（
分
納
可
）。
申
込
方
法
／
4
月
12

日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
。
フ
ァ
ク
ス
可
。

申
込
先
・
詳
細

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

☎
381
・
1
0
6
9　

382
・
3
4
3
4

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
で
は
、
活
動

中
の
ほ
か
、
往
復
途
中
を
含
め
た
傷
害

事
故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
負
う
事
故

を
補
償
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
／
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・

地
域
活

動
・
指
導

な
ど
を

行
う
5

人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
。

保
険
期
間
／
平
成
25
年
4
月
1
日
0

時
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
12
時（
4

月
1
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、
掛
け
金

を
振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日
0
時
か
ら

有
効
）。
申
込
用
紙
／
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会
北
海
道
支
部
、
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
、
市
民
体
育
館
、
大
麻

体
育
館
、
青
年
セ
ン
タ
ー
、
東
野
幌
体

育
館
、
北
洋
銀
行
市
内
各
支
店
で
配
布

（
掛
け
金
は
北
洋
銀
行
市
内
各
支
店
で

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
）。

詳
細

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
381
・
1
0
6
1

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
北
海
道
支
部

☎
820
・
1
7
0
9

http://www.sportsanzen.org/

◉
休
館
日

◆
各
公
民
館
、
コ
ミ
セ
ン
／
月
曜

日
。
◆
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
／
月
曜

日（
29
日
は
除
く
）。
◆
情
報
図

書
館
／
月
曜
日
。
図
書
整
理
日

で
26
日
㈮
は
終
日
休
館
。

◆
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
郷
土
資
料
館
／
月
曜
日

（
29
日
は
除
く
）。
30
日
㈫
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
え
べ
つ
3
月
号
19
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た「
指
定
ご
み
袋
を

無
償
交
付
」の
記
事
中
、
交
付
対

象
①
と
④
の
方
に
つ
い
て
は
、常

時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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☎

　
今
年
市
内
で
初
め
て
の
個
展
を
開
催

し
、「
と
も
だ
ち
ハ
ウ
ス
」
の
製
作
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
鈴
木
千
尋
さ
ん
。
と
も

だ
ち
ハ
ウ
ス
は
東
北
復
興
へ
の
想
い
を
込

め
、
小
さ
な
木
片
に
鮮
や
か
な
彩
色
を
施

し
た
も
の
。
収
益
の
半
分
は
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
鈴
木
さ
ん
は
市
内
の
福
祉
施
設
で
働
き

な
が
ら
、
油
彩
を
は
じ
め
と
す
る
絵
画
や

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
製
作
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
か
ら
油
彩
に
の
め
り
こ
み
、
大
学
時

代
に
は
平
成
12
年
の
学
生
美
術
全
道
展
で

最
高
賞
の
協
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平

成
20
年
に
は
絵
を
学
ぶ
た
め
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
大
学
に
留
学
。
自
画
像
以
外

に
も
対
人
を
描
く
こ
と
や
、
自
己
表
現
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
の
絵
は
大
胆
な
色
使
い
で
生

み
出
さ
れ
る
色
彩
豊
か
な
作
風
が
持
ち

味
。
ど
こ
と
な
く
シ
ャ
ガ
ー
ル
に
似
て
い

る
と
も
言
わ
れ
る
と
か
。
な
ん
で
も
設
計

図
を
作
っ
て
描
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

そ
う
。「
感
じ
た
ま
ま
に
色
を
置
く
。
そ

し
て
ど
ん
な
色
で
画
面
が
構
成
さ
れ
る
の

か
見
て
み
た
い
。」
と
芸
術
家
ら
し
い
一

言
。
色
へ
の
好
奇
心
と
生
ま
れ
も
っ
た
感

性
で
視
覚
に
訴
え
る
色
と
り
ど
り

の
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
の
創
作
は
、
体
力

的
に
も
精
神
的
に
も
や
は
り
大
変

な
こ
と
が
多
い
そ
う
。
で
も
仕
事

が
あ
る
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
と
も
。「
人
と
関
わ
る
こ
と
で

自
分
の
世
界
も
広
が
る
。
職
場
の

人
に
支
え
ら
れ
て
創
作
を
続
け
て
い
る
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
優
し
い
笑
顔

で
話
す
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　「
ま
だ
そ
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
の

か
も
…
。」
と
取
材
中
何
度
も
そ
う
話
し

た
鈴
木
さ
ん
。
自
己
表
現
と
は
何
か
、
他

者
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
、
創
作
を
発
信

し
て
い
く
意
味
と
は
…
い
ろ
い
ろ
な
課
題

に
悩
み
な
が
ら
も
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い

向
上
心
で
、
創
作
に
真
摯
に
向
き
合
う
ひ

た
む
き
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
将

来
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
の
か
楽
し
み
で
し
ょ
う
が
な
い
。」
と

話
す
鈴
木
さ
ん
の
目
は
未
来
に
向
け
て
輝

い
て
い
ま
す
。

左／手づくりのともだちハウ
ス。「家が無くなる衝撃」を実
感し、制作を始めた。手のひら
サイズのかわいらしい作品。

下／色を大事にする鈴木さん。
作業場には色とりどりの絵の具
が並ぶ。

＊少年相談110番＊
フリーダイヤル
0120-677-110

すずき ちひろ／市内福祉施
設に勤めながら、油彩など
の創作活動を続ける。山形
県出身で、平成 11 年の北海
道女子大学 ( 現北翔大学 ) 入
学を機に江別へ。学生美術
全道展で最高賞を受賞。平
成 20 年からは米国の大学に
て絵画を学んだ。現在32歳。

「感じたままに色
を置く」

そして、いろんな色
を見てみたい。

江別市在住の画家

鈴木 千尋さん

今月の人



講座名 クラス名 曜日 時間 講師名 期間・回数 受講料

国際交流員の英会話 初中級 火 10：00 ～ 11：10 ロバート・ヒギンズさん ４月９日㈫～全 14回 15,200 円
水 ４月 10 日㈬～全 13 回 14,200 円

韓国語講座

初中級 水 11：00 ～ 12：00 チェ・チョンアさん ４月 17日㈬～全 13 回 14,200 円中級 12：05 ～ 13：05
初中級 火 18：00 ～ 19：00

キム・ミファさん

４月９日㈫～全 14回 15,200 円続入門 19：10 ～ 20：10
新入門 水 18：30 ～ 19：30 ４月 10 日㈬～全 13 回 14,200 円
初中級 木 10：00 ～ 11：00 ４月 11 日㈭～全 13 回 14,200 円初級 11：10 ～ 12：10

夜間英会話 初級 水 18：30 ～ 19：30 畑中カートさん ４月 10日㈬～全 13 回 14,200 円初中級 19：40 ～ 20：40

小学生の英会話 全学年 金 ① 16：30 ～ 17：20 ロビン・ウェグナーさん ４月 12日㈮～全 13 回 13,700 円② 17：30 ～ 18：20

▲夜間英会話講座でハロウィン

＊定員各 15 名。所定の人数に達しない場合は開講を見合わせることもあります。＊途中入会も可能です（受講料は日割で計算いたします）。

● YOSAKOI ソーラン祭り 「市民審査員」募集
主催…YOSAKOI ソーラン祭り実行委員会

　昨年は「江別まっことえぇ
＆北海道情報大学」が準大賞
を受賞したYOSAKOI ソーラ
ン祭り。今年は演舞を審査す
る側としてお祭りに参加して
みませんか？特別な技術や知
識は必要ありません。
活動日程／６月８日㈯、９日㈰。会場／札幌市大通公園。申込・
詳細／４月 26 日㈮までに YOSAKOI ソーラン祭り実行委員会（〠
060-0001 札幌市中央区北１条西２丁目北海道経済センター７階 ☎
231-4351、 233-4351）へ郵送またはファクスで申し込みを（必
着）。応募用紙はHPでダウンロードまたは電話で取り寄せ。抽選。

■ シルバー人材センターがお手伝いします　
　センターは働く意欲のある健康な高齢者が、知識・経
験・能力などを生かし、高齢期の生活と地域貢献による
生きがいの充実を図ることを目的としています。
業務内容／庭の草取り・草刈り、賞状や宛名書き、襖や網戸の張り
替え、パソコン指導、農作業など。会員登
録／原則 60 歳以上の市民の方を会員として
登録します。毎月第 1・第 2 水曜日の 9 時
から約 2時間、入会説明会を開催（2回とも
参加が必要）。会場・詳細／シルバー人材セ
ンター（錦町 3-5）☎ 384-3771

■平成 25 年度保険料率は 10.12％に
　全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部の平成 25
年度保険料率は 10.12％に据置きとなります。
　今後も保険料率を上げないためには、皆さんの健康管理・
健康づくりが大切です。協会けんぽでは、被保険者（本人）

● 外国人講師による語学講座　主催…江別市国際交流推進協議会
　江別国際センターでは、語学講座を開催しています。ハロウィンなど季節
に合わせたイベントを取り入れた授業も好評で、小学生から大人までたくさ
んの方が外国語を学び国際交流に役立てています。韓国語には新入門クラス
もあり、初心者にも安心です。春から気軽に始めてみませんか？
会場・申込・詳細／江別国際センター ☎・ 381-1111（平日 10 時～ 18 時、土日祝日
13 時～ 16 時）野幌町 10-1 イオンタウン江別２階。

市内の団体・大学などによるイベント、国や道からのお知らせを紹介します。

● 春のえべつ・フリーマーケット IN 市民会館
主催…日本リサイクルネットワーク・えべつ

　毎年恒例、春のフリーマーケットの
時期がやってきました。雪解けととも
に掘り出し物を見つけてみては？
日時／４月 14 日㈰ 11 時～ 15 時。会場／
市民会館ホワイエ・小ホール。募集数 ( 料
金 )／手持ち出店 100 店（2,500 円）。１区
画約 2ｍ× 2ｍ。アマチュア限定。※出店
の申し込みについてはお問い合わせくださ
い。詳細／日本リサイクルネットワーク・
えべつ☎・ 385-2917。※留守番電話の場合は、氏名と電話番号
を入れてください。

には、がん検診の内容を含む検査項目が豊富な「生活習慣
病予防健診」を、被扶養者（家族）には手軽に受診できる
「特定健診」を用意していますので、ぜひご利用ください。
詳細／全国健康保険協会北海道支部☎ 726-0352（代表）http://
www.kyoukaikenpo.or.jp/

■ 国税専門官の募集
　試験の概要は次のとおりです。
受験資格／○昭和 58 年 4 月 2 日～平成 4年 4 月 1 日生まれの者。
○平成 4年 4 月 2 日以降生まれの者で、①大学を卒業した者およ
び平成 26 年 3 月までに大学を卒業する見込みの者。②人事院が①
と同等の資格があると認める者。インターネット申込期間／ 4月 1
日㈪ 9時～ 11 日㈭（受信有効）。申込専用アドレス／ http://www.
jinji-shiken.go.jp/juken.html　第 1 次試験／ 6 月 9 日㈰、（基礎能
力試験・専門試験）。第 2次試験／ 7月 16 日㈫～ 7月 23 日㈫のう
ち指定する日。詳細／ 札幌国税局 人事第二課 人事専門官 （☎ 231-
5011、内線 2315）または札幌東税務署総務課（☎ 897-6111）。



日 程 時  間 対　象 持 ち 物 料  金

4月10日 ㈬、26日㈮ 13:15 ～ 15:00 1 歳から就学前までのお子さん 母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオル フッ素 800 円

○　

※ 特に記載があるものを除いて、会場・詳細は保健センター（若草町 6-1☎ 385-5252）です。

○　

項 目 助 成 対 象 留 意 事 項
胃・肺・大腸がん 受診日現在 40 歳以上の方 職場で検診機会のない市民が対象。受診

の際は健康保険証をお持ちください。実
施医療機関については、「広報えべつ 4
月号」に折り込みの「江別けんしんだよ
り」をご覧いただくか、保健センターま
でお問い合わせください。

子宮がん※ 受診日現在 20 歳の方および 21 歳以上で元号の生まれ年が奇数年の方

乳がん※
受診日現在 40 歳の方および 41 歳以上で元号の生まれ年が奇数年の方
注意【対象外となる方】①医療機関で、乳腺の経過観察中の方や乳腺疾患で治療中の方、
②豊胸手術を受けている方、③心臓にペースメーカーを入れている方

○　

診療時間　内科・小児科 9:00 ～ 17:00/ 外科系 9:00 ～翌朝 9:00　（■印の医療機関は診療時間が異なります。）
※都合により変更される場合があります。新聞紙上または北海道救急医療情報案内センター（フリ－ダイヤル 0120-20-8699､ 272-8699､ 携帯電
話からは 011-221-8699）､ 江別市消防本部（☎ 382-5453）、江別医師会のホームページでご確認ください。

□ ☎
□ 　 ☎ □ 　 ☎

□   ☎ □ 　 ☎

□ ☎
■ ☎ ■ ☎

□ ☎ □ 　 ☎

□ 　☎
□ 　☎ □ ☎

□ ☎ ■ ☎

□ ☎
□ ☎ □ 　 ☎

□ ☎ □ 　 ☎

□ ☎
□ ☎ □ ☎

 ※ ☎

項　目 日　程 時　間 料　金 留意事項

4 か月児健診
4月 5日㈮ 9:00 ～ 11:00、12:30 ～ 13:50

無　料
対象者には、個
別に通知します。

4月 16 日㈫ 9:00 ～ 11:00
10 か月児健診（平成 24 年 6月生まれ） 市内の小児科医院（要予約）
1歳 6か月児健診（平成23年 9月生まれ）4月 10 日㈬、26 日㈮ 9:00 ～ 11:00
3 歳児健診（平成 22 年 3月生まれ） 4月 11 日㈭、24 日㈬ 9:00 ～ 11:00

○

送  

迎  

バ  

ス 

検  

診

日　程 受 付 期 間 出発場所・出発時間  料 金 （　）は国保加入者

5 月   8 日㈬ 4 月 9 日㈫～ 22 日㈪ 市役所正面玄関前        （8:00 出発）
市役所大麻出張所     （8:20 出発）

・胃がん 
　 1,000円（500円）
※送迎バス検診のみ
・肺がん 
　　300円（200円）
・大腸がん
　　500円（300円）
・子宮がん頸部
　 1,000円（500円）
・子宮がん頸部、体
    部（対象者）
　 1,500円（800円）
・乳がん40 ~ 49歳
　 1,400円（700円）
・乳がん50歳以上　 　        
　 1,200円（600円）

※子宮がん・乳がん検診は１つでも
受診できます。それ以外は複数でお
申し込みください。

 

    申込・会場 / 北海道対がん協会
     札幌市東区北26条東 14丁目 1-15    
     ☎ 748-5522
     受付時間 / 平日 9:00~17:00 　
     第 1・第 3土曜日 9:00~12:20

5 月   14 日㈫ 4 月 9 日㈫～ 26 日㈮ 市役所正面玄関前     （8:00 出発）

5月   17 日㈮ 4月 9日㈫～ 5月 1日㈬ コミュニティセンター （8:00 出発）
野幌公民館     　　　（8:20出発）

○
対象年齢　生後 2か月以上 5歳未満　標準的な接種　生後２か月から 7か月になるまでに初回接種を開始し、4回接種する

変更前　生後６か月になる前に１回　　　変更後　生後１２か月になる前に１回（標準接種期間：生後５か月から８か月になるまでに１回）
※結核を予防するため、まだ接種がお済みでないお子さんはできるだけ標準接種期間に接種するようにしましょう。



相談内容 日時 会場・問い合わせ

暮
ら
し

月～金曜日
8:45 ～ 17:15 市民相談所　☎ 381‐1021

※税理士が税全般につ い 
    て相談を受けます

4 月 17 日㈬
13:00 ～ 16:00 市民税課　　☎ 381‐1012

月曜日
10:00 ～ 15:00

総合社会福祉センター
　☎ 385‐1234

水曜日
10:00 ～ 15:00

にこにこ相談室  ☎ 389‐7830
(総合社会福祉センター内 )

木曜日
10:00 ～ 15:00

市役所大麻出張所 
    ☎ 382‐4855

火、金曜日
10:00 ～ 15:00

総合社会福祉センター
　☎ 389‐7830

月～木曜日
9:30 ～ 16:30
金曜日
10:00 ～ 16:00

市役所第二別館 2階
消費生活相談室江別消費者
協会    ☎ 381‐1026

金曜日
10:00 ～ 16:00

市役所大麻出張所
江別消費者協会   ☎ 382‐4855

健
康

※精神科医師・保健師が
      相談を受けます。

4 月 18 日㈭
14:00 ～ 16:00

北海道江別保健所 
     ☎ 383‐2111
【こころの健康相談】
※精神科受診歴のある方は要相談。 
前日 12:00 まで予約受付。
【女性の健康相談】
※前日 16:00 まで予約受付。

4 月 9 日㈫
13:30 ～ 15:30

4 月 24 日㈬
13:30 ～ 15:00
5 月 1 日㈬、
9:30 ～ 11:00

保健センター  ☎ 385‐5252
※生活習慣病予防相談・
    栄養相談。

4月8日、15日、
22日
いずれも月曜日
10:00 ～ 12:00

※保健師・栄養士が相談
    を受けます。

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

子
育
て

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

子育て支援センターすくすく
　☎ 381‐1714

月～金曜日
10:00 ～ 12:00

相談室   ( 教育委員会内 )
　☎ 384‐7005

月～金曜日
9:00 ～ 17:00 子ども家庭課   ☎ 381‐1236

相談内容 日時 会場・問い合わせ

教
　
育

※ 臨床心理士が相談を
     受けます。

4月16日、23日、
30 日
いずれも火曜日
10:00~12:00

少年指導センター
(青年センタ－２階サークル室3 )   
    ☎ 384‐7830

月～金曜日
10:00 ～ 17:00

少年指導センター 
    ☎ 382‐4044

福
祉

水、木曜日
10:00 ～ 15:00

いきいきセンターさわまち
　☎ 387‐5657

木曜日
10:00 ～ 15:00

総合社会福祉センター
　☎ 389‐7830

月～金曜日
8:45 ～ 17:15

江別第一地域包括支援センター
     ☎ 389‐4144

月～金曜日
8:30 ～ 17:30 江別第二地域包括支援センター

     ☎ 389‐5420土曜日
8:30 ～ 12:30

月～土曜日　
9:00 ～ 17:40

野幌第一地域包括支援センター
     ☎ 381‐2940

月～金曜日
8:30 ～ 17:00 大麻第一地域包括支援センター

    ☎ 388‐5100土曜日
8:30 ～ 12:30

月～金曜日
10:00 ～ 15:00

あすか就労継続支援施設
　☎ 382‐0660
あすか地域活動支援センター
　☎ 391‐9222

月～金曜日
8:45 ～ 17:15

障がい者支援センター
　☎ 802‐5004

行
政
・
法
律

4 月 11 日㈭、
25 日㈭
13:00 ～ 15:00 市民相談所   ☎ 381‐1021

※法律相談については、4/1 ㈪から
　予約受付。各相談日先着５人。

4 月 18 日㈭
13:00 ～ 15:00

4 月 25 日㈭
13:00 ～ 15:00

そ
の
他

4 月 16 日㈫
10:00 ～ 15:00 江別商工会議所  ☎ 382‐3121

月～金曜日
10:00 ～ 17:00

少年指導センター 
    ☎ 384‐7830

月～金曜日
13:00 ～ 17:00

相談室（教育委員会内）
　☎ 383‐8009

月～金曜日
9:00 ～ 17:00 市民生活課   ☎ 381‐1018

※ 祝日は休みます。

★４月★   

対象年齢　小学 6年生～高校 1年生に相
当する女子
標準的な接種　中学 1年生

※新中学 1 年生には、4 月中旬ごろまで
に市より予防接種のご案内を送付します。



〠 067-8674 北海道江別市高砂町 6　☎ 011-382-4141（代表）
HP = http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/ 　Email = koucho@city.ebetsu.lg.jp

☎


